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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　そもそも事の始まりは、







　そもそも事の始まりは、三柱の女神、その一人のほんの気まぐれからだった。




　この宇宙空間の中には、核分裂中の原子と、そうでない原子、つまり星と土の固まりがあるだけで、後は何にもない。けして、生命に満ちていたりはしない、というのが大方の意見だ。もちろん、常に例外はある。だが、例外中の例外が、他の例外を探すのは至難の技わざである。ＵＦＯを見たと思うことはあるかもしれないし、宇宙存在がチャネリングを通じて話しかけてきたと感じることもあるかもしれないが、宇宙人、それも妙みよう齢れいの美女がわざわざあなたを訪ねてくることはまずないと言っていい。そう、映画か小説でないかぎりは。

　絶対に、と言わないのは、この世には、人知の及ばぬことがあるからだ。例えば……それはこう語られている。

「この宇宙には、三柱の女神がいて、悪しき存在から我々を守ってくれているのです。一人は知識を、一人は力を、そして、もう一人は愛を司つかさどっています。三人の名は……」

　ここで北欧神話の三人の女神たちの名を思い浮かべた人がいるかもしれない。それもまた、一つの答えだ。だが、真実を知っているのは、この地球上ではたった一人、あなたなのだ。そう、一体誰が、それは真実ではない、などと言えるだろう。

　真実は常に愛とともにある。そして、愛がある限り、この物語は真実なのだ。

　論理的な矛む盾じゆんには、しばらく休暇を取ってもらうことにしよう。




　さて、この愛と真実についての物語の発端は、一万年ほど前にさかのぼる。




　一万年前の今日も、宇宙はそこにあった。新たに赴ふ任にん指令を受けてこの次元にやって来た三人の若い精霊は、座標ポイントである樹じゆ雷らい星せいの大木の下で、抜けるような青空を眺ながめていた。

「あああ、退屈」

　行ぎよう儀ぎ悪くひっくり返ったまま、木こ漏もれ日を眺めている少女が呟つぶやいた。その、派手なピンク色の鏡獅じ子しのような頭を見ていると、とてもこの宇宙を守るべく遣つかわされた精霊とは思えない。

「まあ、鷲羽わしゆう。あなたは気が短いのね。私たち、ここに来たばかりじゃない」

　水色の、流れるような髪を後ろで一つに束ね、緩ゆるやかな衣装を纏まとった少女が答えた。もう一人、額ひたいに輝かがやく宝玉をつけた少女は、そんな二人の様子を微笑ほほえみながら眺めている。

「津つ名な魅み。あんたはどこにいても幸せでいいわよね」

　鷲羽は、腹ばいになると、紫色の花に手を延ばし、弄もてあそび始めた。

「幸せ？　私たちが幸せでないことなんてあるかしら。この星は美しいわ。まるで、天空のお庭みたい。お父様が、私たちのために用意してくださったのね」

　津名魅は、曇りのない、美しい眼を見開き、大木の肌にそっと手を触れた。

「驚かないで。私たちは精霊なの。あなたと話がしたいわ。あなたの名前を教えてくださいな」

　津名魅は、大木に寄り添うように目を閉じ、木の声を聞き取ろうとした。と、葉が震ふるえ、無数の光の糸が三人の上に降り注いだ。

「あっ……」

　津名魅が小さく声を上げた。金色の雨は、無数の情報の流れであった。四十五億年前、いかにしてこの星が生まれ、様々な時代を経へて、自分たちが生まれるに至ったか。自分たちの種族の他に、どんな生き物が住んでいるか。

「遺伝子情報ね。こりゃ面白い。話が早いわ」

　と、鷲羽。溢あふれんばかりの情報を浴びて、先程の退屈など、すっかり忘れてしまったようだ。

「面白い。植物形態の生物に、こんな高度の意識があるなんて」

「しっ。待って」

　津名魅が制した。

「この木は何かを伝えようとしている。何かを欲しがっているわ」

「何か？」

　鷲羽が身を起こし、首を傾かしげた。

「友だち……。動けるもの。小さな命。彼はこのままではこの星を離れられない。彼は理解者を、友を欲しがっているんだわ。そしてそれは……遠く離れた青い惑星にいる。この星と同じ時に生まれた兄弟の星。その星は今、たくさんの命を育はぐくんでいる……」

　津名魅は夢見るように語り続け、鷲羽は肩かた肘ひじついたまま、その青い星の歴史を聞いていた。およそ四十六億年前に誕生し、水と小さな命に満ちるようになった辺境の小さな星の物語を。

「よしっ、分かった!!」

　鷲羽がいきなり撥はね起きたので、津名魅は驚いて話を止め、大木から離れた。

「じゃあ、そこ行って、ちょっとサンプルをかっさらってくればいいんでしょ？」

　鷲羽は興奮気味に歩きまわりながら、今立てたばかりの計画をとうとうとしゃべり出した。いかにしてこの、高度な意識を持った木を船のコアに仕立てるか。そしてこの木が船の形を取り、星々の海を渡れるようにするにはどんな情報を付け加えればいいか。

「簡単なことじゃないの。ね、津名魅。あんたも賛成してくれるでしょ？」

「鷲羽。かっさらってくるだなんて……。そんなことをしては宇宙の歴史を乱すことになるわ」

　津名魅が不安そうに眉まゆを寄せた。

「あんたって、心配性ね。ダメだったらまた返せばいいじゃないの。あたしはね、あんたと違って、ただ黙って宇宙の平和を見守るなんていうのは性に合わないのよ。そんなことしてたら、退屈のあまり、気が狂っちゃうわ。いいじゃない。別に悪いことするわけじゃないんだし。ね、そうでしょ、訪と希き深み？」

　鷲羽に声をかけられた訪希深は、微笑みながら立ち上がり、何か、思いに耽ひたるように空を見上げた。

「遥はるか未来……船の乗り手が……私たちの意志を受け継ぐ者が生まれるわ。その者の姿はまだ、見えないけれど……私たちの運命と深く関わることになる……」

　鷲羽は、訪希深の神秘的な緑の瞳ひとみを覗のぞき込み、その心を探ろうとして、あきらめて小さく肩を竦すくめた。

「これだもんね。あたしたち姉妹だっていうのにさ、絶対説明してくんないのよ。ねえ、津名魅。その兄弟星の名は何て言うの？　座標はどこ？」

「待って」

　津名魅は大木に頰ほおを寄せ、目を閉じた。

「地球……。辺境の青き水の満ちる星……」

「地球か……」

　鷲羽はわくわくして呟つぶやいた。これで、しばらくは退屈しないですみそうだ。




　一週間後、最初の船、津名魅が完成した。

　三人の女神は、美しい翼つばさを持つその船に乗り、遥かな兄弟星を求めて、星々の海を渡って行った。







　第一章　果てしなく広がる大宇宙……。







　果てしなく広がる大宇宙……。

　ここ、岡山の小さな村にある柾まさ木き神社の境けい内だいに立っていると、そんな陳ちん腐ぷな言葉が何故なぜか実感を持って感じられるのだ。

「う～ん……。星がきれいだぞ。どうせなら、隣に女の子がいるともっと、よかったんだがなー」

　岡山県立倉敷西工業高校一年、柾木天地は、満天の星空を見上げながらやや情けない口調で呟いた。

　夏休み初日の夜。

　天地は、宿題の山と、ともすれば落ち込みそうになる気持ちを抱かかえ、祖父のいるこの柾木神社にやって来たのだった。

「はああ……。また、住み込み修行、家事手伝いの毎日か……」

　天地は、溜ため息をついた。

　子どもの頃ころ、天地はここで暮らしていた。母、阿あ知ち花かと、父、信のぶ幸ゆき、祖父の勝かつ仁ひとの四人家族である。

　天地が中学生になり、父が倉敷市内に設計事務所を開くまで、ここでの生活は続いていた。

　毎年夏休みに、祖父のもとに帰って新学期が始まるまでの四十日あまりを過ごすことになったのは、その、中学一年の夏休みからである。

　柾木神社は、七百年前に建こん立りゆうされたと言われているが、そのわりにはいつも閑かん散さんとしており、祭りもなければ人々が年末年始に訪れることもない。

　こんな山奥の小さな神社だから、と天地は思っていたのだが、最近は、どうも別の理由があるらしいことに天地は気づいていた。

「やっぱり、あれか……。触らぬ神に崇たたりなしか……」

　天地は、縁側から立ち上がり、御神木のある方を見み遣やった。

　広い池の暗い水面の中に、飛び石伝いに行く小さな島があり、樹齢七百年と言われる御神木が静かに佇たたずんでいる。そして、池から山道を登ったところに、七百年前、鬼を封じたという小さなほこらがあるのだ。

　天地の心は、いつしか幼い頃の記憶をたどっていた。



















「その鬼はな、たった一歩で三つの山を飛び越え、その力は、一撃で巨大な山の形も変えてしまうほどだったということじゃ。村を荒らし、田畑を焼き尽くし、その邪じや悪あくな力に、人々は大いに苦しめられた。その鬼は、三つの目を持っていてな、それが、鬼の力の源だったという。だが、その時、鬼の後を追うように、空から龍りゆうの形をした船が降りて来た。その船には一人のサムライが乗っておってな、そのお方が、強大な霊力を秘めた剣をふるい、とうとうその鬼を打ち倒したのじゃ。サムライは、鬼をほこらの中に封じ込め、扉を堅く封印した。そして、そのほこらのそばに小さな庵いおりを建てて、鬼が目め覚ざめることのないよう、見張ることにした。これが、後の柾木神社で、わしらはそのサムライの子孫にあたるんじゃよ……」




　子どもの頃、じっちゃんに何度もこの話をせがんだっけ……。

　その鬼は、腕が四本になったり、村娘をさらってあんなことをしたり、こんなことをしたり（と、いうのは後の天地の創作だが）、一ひと吞のみで池の水を飲み干してしまったりしたが、力の源の三つの目、というのだけは変わらなかった。

　天地は、よくほこらに忍しのび込もうとして、じっちゃんに怒られたものだった。もっとも、入り口には鉄格ごう子しが嵌はまっていて、頑がん丈じように錠じようがしてあり、鍵かぎのありかも知らない天地には、それ以上どうしようもなかったのだが。

　天地は、ゆっくりと御神木のある池の方に降りていきながら、ぼんやりと子どものころの思い出に耽ひたっていた。

　確か、ほこらの中には、その時の御神剣が奉納されているという話だった。

　岩をも切り裂さいたという素晴らしい剣で、束には三つの宝玉が埋うめ込まれており、その剣をふるうと、三つの宝玉がまるで炎のように輝いたという。

　幼い天地の想像の中では、サムライは、その時流行はやりのテレビのヒーローのような姿をしていた。そして、三つ目の巨大な怪かい獣じゆうのような鬼を、かっこよくやっつけていたのだった。

　天地は、そんなことを思い出し、おかしくなった。

「ま、あの頃はガキだったもんな……」

　今だったら……そう、御神剣はエクスカリバーみたいなもんで……それとも、ゲームに出てくる何とかの剣みたいな奴やつかな……鬼っていうのは最後のボスみたいな奴で、例の、天空から降りて来た勇者でもなきゃ、とても太た刀ち打うち出来ないんだろうなあ。今の、俺おれの腕じゃあとてもとても……。

　天地は、自分が馬鹿なことを考えているのに気づき、思わず苦にが笑わらいした。

　何のかのと言っても、七百年も前の伝説なのだ。今時、鬼だの伝説の剣だのがあると思う方がどうかしている。

　天地は、目下の悩みの方へ気持ちを向けた。

　十五歳にもなろうっていうのに、未だに恋人の一人もいないという、本人にとっては結構切実な悩みである。

「俺って、控え目だからなあ……。女の子の付き合い方も知らないし……」

　見上げた夜空の月が一層孤独感を深める。

　母、阿知花が、天地が五歳の時に亡くなって以来、柾木家に女が入ったことはない。父、信幸は、後妻を娶めとろうとはしなかった。天地は、事実上祖父と父の手で育てられたのである。

「母さんが生きてたらな……」

　天地の記憶にある母は、いつまでも若く、美しい。

　いつも着物姿で、足を見せたことなどなかったような気がする。

　藤色の着物にまとめ髪で、御神木の傍かたわらに、寄り添うように立っていたのを今でも覚えている。

　水面にきらきらと夏の光……いや、光のシャワーが降り注ぎ、母の姿は、何故か、この世のものではないような輝かがやきを帯びていた。

　一瞬、呼ぼうとした声が喉のどに詰まったまま、振り向いた母は、もう、いつもの優しい母であった。

　あれは、何だったのだろう……。




　葉ずれの音に、天地ははっと我に返った。

「母さん……」

　天地は、無理やり、追憶の影を振り払った。

　いつも、こうなのだ。

　ここに帰って、暗い水面を見詰めていると、いつの間にか母のことを思い出している。

「母さんは、星になってしまったんだろうか……。いつか、話してくれた天空の庭に帰ってしまったんだろうか……」

　天地は、いつになく感傷的になって夜空を見上げた。

「母さん。俺、もう十五歳になったんだよ。明日から毎日、また修行の日々だ。じっちゃんは柾木流真剣なんて言ってるけど、ほんとは俺、何のために稽けい古こしてんだか分からないんだ。試合があるわけじゃないし、相変わらずじっちゃんには勝てないしね。でも、俺が強くなって、じっちゃんを負かせるくらいになるのが母さんの望みだったんなら……」

　その時、夜空を横切るものがあった。

「あ……」

　流れ星は、一瞬、強い光を放ち、ほこらの方へ落ちかかり、と思う間もなく消え去った。

「流れ星……」

　天地には、その流れ星が、ほこらの中へ吸い込まれていったように思えた。

「ほこら……？　あっ、しまった！」

　願いごとをするんだったのに。今からじゃもう間に合わないかな……。

　天地は、神妙に柏かしわ手でを打ち、そして唱となえた。

「神様。俺にもかわいい恋人が出来ますように。なるべくなら、性格がよくって、プロポーション抜ばつ群ぐんで、母さんみたいに美人だと言うことないんだけどな」

　天地は、自分のあまりにも都合のよい願いに呆あきれながら、でも半ば本気で期待して、また夜空を見上げた。その途端……。

「うう……？」

　何だか得え体たいの知れない寒気を感じた天地は、はっと後ろを振り返った。

　ひっそりと静まり返った本堂が遠くに見えるだけだ。

「やっぱ、こういう自分本位な願い事はよくないってか？」

　天地は、何だか居心地悪い思いに捕らわれ、足早に歩き出した。

　だが、まるでほこらに吸い込まれていったような流れ星の輝きは、眠りに落ちるまで天地の脳のう裏りに焼き付いていた。




　翌朝。

　早朝から叩たたき起こされ、本堂の掃除、食事の支し度たく、朝の稽けい古こ、野の良ら仕事と矢継ぎ早に追いまくられた天地は、昨夜のことなど思い出す暇ひまもなかった。夜は夜で勉強の時間に当てられ、健康的な一日を過ごした報むくいで九時にはもう眠くなる始末である。

　その間、じっちゃんはどうしているかと言えば、取り立てて言うほどのことは何もやっていない。ただ、天地がサボっているといつの間にか背後に現れて、竹刀しないの鋭い一撃が襲って来るのだった。

　天地も、そのへんは慣れたもので、めったに当てられたりはしないのだが、未だに、じっちゃんが気配もなしにどうやって人の背後に忍び寄って来るか分からないのである。

　三年前の夏、天地は一度聞いたことがある。どうして俺がサボっているのが分かるんだ、と。じっちゃんは、ほっほっほ、と笑いながらこう答えた。

「天地。何事も修行じゃ。お前もわしの一撃をかわせるまでになったじゃないか。悔くやしかったら、お前もわしの背後に忍び寄ってみい」

　その夏、天地は何度も祖父の後ろを取ろうとしたが、結局一度も成功しなかった。

「結局、いつまでたっても俺は修行が足りないってことか」

　と、天地は思い、悔しさのあまり荷物をまとめて倉敷の家に帰ってしまったことがあった。

　その夏は、残り二週間あまりを自宅で過ごしたが、何だか気が抜けたようで、結局、たいして遊びにも行かず、勉強もせずにだらだらとしているうちに貴重な夏休みは終わってしまった。じっちゃんからは別に何の連絡もなかった。

　その時、天地は思ったのである。修行は辛つらいが（家事手伝いもそうだが）、じっちゃんにバカにされるのはもっと我慢ならない。

　とにかく、じっちゃんから一本取れるようになるまではがんばろう、と。

　翌年の夏休み、天地は初めてじっちゃんから一本を奪った。それは、正確には一本とは言えず、半分は幸運も手伝っていたが、それでも、天地は、じっちゃんの鉄壁の防ぼう御ぎよを破ったのだった。

　じっちゃんは飄ひよう々ひようとした顔で腕をさすりながら、一言、こう言った。

「天地。お前も随ずい分ぶん背が伸びたのう」

　天地は嬉うれしさのあまり何も言えず、ただにこにこと頷うなずいていた。

　中学最後の夏休みのことだった。

　そのことがあって以来、天地は早起きにも、きつい稽古にも、掃除洗濯家事手伝いにもあえて甘んじているのである。

　今年、天地はまた背が伸びた。力も、去年よりはついているはずだ。

　もしかしたら、今年こそ、じっちゃんを負かせるかもしれない。

　朝五時には起きて、夜九時には寝るという、巷ちまたの小学生よりも健康的な夏休み前半は、こうして過ぎていった。

　だが、人間、それもたった十五歳の少年がそうそう殊しゆ勝しような日々を過ごせるはずはない。「魔」がさす、という日常のエアポケット、運命の特別賞大当たり、という日が天地のもとにやってきたのである。

　そう、それは……天地は未だに思うのだが……あれはじっちゃんが意い図と的に俺をそそのかし（大体、あんなに簡単にすり取れるなんて考えて見れば不自然だ）ほこらの封印を解かせたのではないか……つまり、天地はほこらの鍵かぎを手にしたのである。




　一方。

　時の流れが止まってしまったかのような空間の中で、目覚めたまま、その孤独を貪むさぼっている存在があった。

　ここは、七百年の時を封じたほこらの、更さらにその奥深くにある御霊みたま屋やである。

　瘦やせ細ったミイラのような、異形の形をしたその存在は、青白く光る蛍ほたるのような光球を飛ばしながら、運命の時を待っていた。

　蛍のような光球は、その存在の意識、いや、端たん末まつのようなものである。

　光球はいくつも乱れ飛び、次第にその数を増やしながら、水盤に半ば沈んでいる異形の存在の真上に、ほのかな人型を形作った。

　宙に浮いたまま仰ぎよう臥がしているその人型は、もっと濃密になり、やがて細部まではっきりと見えるようになってきた。

　若い女の姿である。目を閉じたその顔の輪りん郭かくがゆっくりと現れて来た。

　美しい、と言ってもいいかもしれない。切れ長の目はまだ堅く閉じられ、長いまつげがその頰ほおに陰を落としている。鼻び梁りようは細く際きわ立だち、薄い唇はきっと引き結ばれている。

　全体的に、のみで彫ったような明確な輪郭線、細いけれどもしなやかで力強い肢し体たいが、この存在の正体を表しているようだ。

　それは、戦士、いや、戦うために作られた形だった。

　今や、透すき通ってはいるが、触れればガラスのようなその冷たい感触が感じられるかと思われるほど、その姿は整って来た。

　若い女の形をしたそれの、指先がぴん、と反り返った。と、堅く閉じられていた瞳が何かの予よ兆ちようのように、薄く開かれた。

　青白い燐りん光こうで満たされた御霊屋の中に、金色の光が漏もれた。

　と、それはかっと目を開いた。

　金色の瞳。

　皆さんは、般はん若にやの面を見たことがおありだろうか。

　真円にくりぬかれた瞳のまわりを金きん泥でいという塗と料りようで塗り囲かこんである。それがこの世ならぬ存在を表す黄泉よみの色、異界の住人であることを示す徴しるしなのである。

　それは、ゆっくりと起き上がり、水盤をすり鉢状に取り囲む、幾重にも重なった水路の上を漂ただよいながら、やがてふっと搔かき消えた。

　後には、ミイラのような本体だけが取り残され、その水面が僅わずかに波立った。

「天地……」

　空耳のような、微かすかな囁ささやきが静寂を破り、すぐまた搔かき消えた。

　それは、ほこらの外、岩いわ屋やの上に現れ、金色の瞳で、社やしろの森の陰になっている柾木神社の暗い本堂を懐かしげに見遣った。

「お前を待ってたよ……。天地……てんち……」




　夏休みもあますところあと十日あまりとなったその日。

　天地は、じっちゃんの懐ふところから運よく擦すり取ったばかりの鍵かぎ束たばを握にぎり締め、一目散にほこらへと続く山道を駆かけ登っていた。

　あの、禁断の扉を開く鍵。

　あかずのほこらを暴あばく鍵。

　七百年間、何者も足を踏み入れたことのない聖地、聖なる御神剣を、ついにこの目で見ることが出来る……！

　そう思うともう、歩いてなどいられないのだった。




　ぎぃぃ……。

　錆さびついた扉が恨うらめしげな音を立てて開く。

　冥めい府ふへと続くような陰気な通路の奥に、小さな玄室があった。中の空気はひんやりと重く、自分の呼吸が聞き取れるほどの静寂に包まれている。そして、玄室の奥に小さな神棚がひとつ。

　天地は、汗が引いたせいだけではなく、何か、異様な寒気を感じて思わず身み震ぶるいした。

「やだなー、こういう雰囲気……。和製ホラーっつうか、何つーか……」

　うーん……。これが諸もろ星ぼし大二郎なら、次はやっぱ化け物だよな。こう、剣を抜いた途端に封印されていた魔物が出る、とか……。

　天地は、神棚の中に祭られていた御神剣の束に手を掛けると、覚悟を決めて力任まかせに引き抜いた。

　何も出なかった。

　おまけに、散々苦労して引き抜いた剣は、錆びついてボロボロだった。

「何だこれ……」

　いっぺんに気が抜けてしまった。

　十年間、この日を待ちに待っていたわりにはあんまりな展開である。

「じっちゃんの奴、大袈げ裟さなこと言いやがって。御神剣がこうじゃ、鬼っていうのも眉まゆ唾つばもんだな……まっ、こんなもんか」

　何の気なしに、ちょうど足もとにあった岩に錆びた剣を振り降ろした時だった。ぱっくりと岩が割れ、と、同時に凄すさまじい地響きが起きた。

「わっっ」

　その瞬間、天地の脳裏を駆け巡めぐったのは、次の三つの事柄である。

　一。出たっ。鬼か？　化け物かっ？

　二。まさかっ、落盤で生き埋めか？

　三。どっちでもいいから助けてくれっ。

　天地が目にした答えは、一、二、三、いずれでもなかった。振動が収まると同時に、神棚の奥の一枚岩に、人一人がやっと擦すり抜けられるほどの亀き裂れつが入っているのが見えたのである。

「まさか……通路？」

　天地は、折れた御神剣の束を握り締め、恐る恐る運命の一歩を踏み出した。

　と、その時。

「天地ぃぃ……」

　微かすかな歓喜の声が確かに耳を掠かすめた、と思う間もなく、天地は真っ逆さまに奈落の底へ滑り落ちていったのである。

　その後のことは、正気ではとても語れない。

　奈落の底には、本当に、何者かが待っていたのだ。

　あれは鬼……ミイラ……冥めい界かいより蘇よみがえった化け物……？

　それは、確かに、天地を待っていた。

　青白い燐りん光こうに満たされた、妙にモダンな御霊屋の奥底で、それは天地の腕をつかみ、いとしげにその頰を撫なで、引き寄せようとして……。

　もう、そのことは思い出したくない。

　金色の瞳が迫って来る。

　俺は……オレはまだ、死にたくないっっ。

　と、脳裏に直接、あの、せつないような、甘い声が響いて来たのだった。

「天地ぃぃ……てんちぃぃ……」







　第二章　鈴の音が聞こえた







　鈴の音が聞こえた。

　ああ、じっちゃんとこのチビか。

　猫に鈴。じっちゃんには飯の支し度たく。あれ？




　天地ははっと目を覚ました。夜風が冷たい。

　一瞬、まだじっちゃんとこにいるんだと勘違いしてしまった。

　天地は、授業をすっぽかして眠ってしまったことを思い出し、痛む腰をさすりながら起き上がった。

　今は九月。ここは校舎の屋上である。

「やな夢見ちゃったな……」

　夢のせいか、まだ頭痛がする。こんなところで寝てた報むくいだ、と天地は思った。

　もう、関係ないよな。

　天地は、帰宅が遅くなってしまった言い訳を捜さがしながら頭の隅で考えた。

　とにかく、あの岩の割れ目はふさがったんだし、ほこらの扉にはまたもとのように鍵を掛けて来たし、鍵はじっちゃんの机の引き出しに放り込んで来た。

　じっちゃんは、俺が早めにこっちへ帰るって言っても、別に何にも言わなかったし、その後も、特に何にも言って来てない。

　つまり、何にもなかったんだ。

　あれは、本当に夢だったのかもしれない。

　そうだよな。ほこらの鬼なんて。

　それも、生きたミイラなんて……。

　その時。

　再び鈴の音が響いた。

　天地はぎょっとして、足が凍りついた。

　鈴の音？

　誰……だ!?

　その思いに答えるかのように、涼やかな声が響いた。

「魑りよう……呼こ。あたしの、名前……」

　振り向いた視線の先、給水塔の上に誰かが腰掛けている。

　女だ。それも、若い女。

　こんな状況でなかったら、きっと、美しいと思ったに違いない。

　その女は、風変わりな衣装を着て、まるで、椅い子すに腰掛けているような自然さで足を組み、そして、目を開いた。

　金色の光が漏もれた。

「あ……！」

　鬼。

　反射的に、さっきの悪夢が……夏休み、ほこらの中で見た恐ろしい光景が蘇よみがえって来た。

「まさか……まさか……」

　あの時の化け物！

　と、その心を読んだかのように、青白い光球が天地のまわりで咎とがめるように弾はじけた。

「あそこは暗くて冷たかった……あの岩屋に封じ込められてから七百年間、どれほどの苦しみを受けたか、お前には分かるまい……」

　女は冴さえ冴えとした金色の目を向けた。

　その直後、光の剣が天地の間近を一いつ閃せんした。

　あとはもう、悠ゆう長ちように説明している状況ではなかった。

　女が追う。

　天地が逃げる。

　猫が鼠を弄もてあそぶごとく、女は執しつ拗ように天地を追ってくる。

　どうしてっ。何故っ。

　天地は心の中で絶叫した。

　どうして俺がこんな目に遭わなきゃならないんだっ。

「それはね、天地。お前があたしを起こしたからなのさ」

　女の声が直接天地の脳裏に響いてきた。

「起こした？　起こしたわけじゃあ……」

「ないって言うの？　じゃ、七百年ずーっと待ってたあたしは一体何なのよ？　どうしてキスのひとつぐらい、してくんないのさっ」

「キ……ス!?」

　天地は息切れし、めまいがしてきた。

　何を言っているのかさっぱり分からない。

　何で俺がミイラにキスしなきゃならないんだ？

　何なんだ、こいつは一体？

「ミイラじゃないっっ」

　衝しよう撃げき波はのような応答。

「あたしのこと、忘れちゃったの？　お前がこーんなちっちゃい時からいつだって一緒にいたじゃないか。お前が母さんにおんぶされてた時から、あたしはお前のことだけ見て、お前のことだけ考えて来たのに……。天地。あたしの気配が分からないの？　前はちゃんと分かってたはずだよ。だってお前は、不思議そうな顔して、よくあたしのことじーっと見詰めてたじゃないか。見えてたんだと思ってた。見えなくても、あたしのこと分かってると思ってた。だから、封印を解といてくれたんじゃなかったの？　忘れたなんて言ったらこいつでぶった切ってやるからね！」

「ちょ、ちょっと待ってくれっ」

　追い詰められた天地は叫んだ。

「魎呼？　君はほんとにほこらの鬼なのか？　伝説の？　俺は……俺は……」

　女、いや魎呼の表情が明るくなった。

「思い出した？」

「ああ……その……」

「魎呼よ」

「うん……あの……」

「魎呼」

　魎呼は、青白く光る剣を持ったまま、にっこり笑った。悪夢のような光景である。

「いいのよ、思い出してくれれば」

「いや、その……」

　天地は絶句した。

「……覚えてない……」

「なんですってぇぇぇ！」

　魎呼の髪が逆立った。

「あたしのこと……覚えてないって言うの？　あたしがあんなに……あんなに……」

　魎呼の手の中で、剣がスパークした。

　その後、岡山県立倉敷西工業高校を半壊させた大立ち回りのことは記すまでもあるまい。だが、天地がどうやってこの鬼女の手から逃れたか、それだけは言っておく必要があるだろう。

　天地を救ったのは、あのほこらから持ち出した御神剣、正確には御神剣の束だったのである。

　それは、魔法の剣のように輝きながら宙を降りて来て、驚く天地の手にすっぽりと収まった。

「あっ天地剣……」

　魎呼が呟つぶやいたのと、その剣が鬼神のごとく天地を引きずって魎呼に切りつけたのは殆ほとんど同時だった。

「ずっこいぞ、天地！　それはもともとあたしの……」

　天地の剣が一いつ閃せんし、魎呼の手首を宝玉ごと切り落とした。

「あっ……」

　何ということを。

　天地が絶句している前で、魎呼は溜め息をつき、恨うらめしげに天地を見た。

「あーあ、また負けちゃった。この、宇宙海かい賊ぞくの魎呼ともあろうあたしが、みっともない負け方……」

「う、宇宙海賊？」

「まあ、詳くわしい話は後でね。それより、あんた、ここにいていいの？」

　天地が思わず振り返ると、ガス爆発の余よ韻いんか、夜空に赤々と炎上する校舎が目に飛び込んできた。

「やばっ。と、とにかく、逃げなきゃ……」

　見回すと、魎呼の姿は消えていた。誰が通報したのか、消防車のサイレンの音まで聞こえて来る。

　天地は、とにもかくにも逃げ出すことにした。

　ほうほうの体で家までたどり着くと、天地は足を忍ばせ、二階にある自分の部屋のベッドにぐったりと腰を掛け、御神剣の束を眺ながめた。

　あいつ……魎呼って言ってたっけ。

　七百年も俺を待ってたなんて言ってたけど、ほんとに俺のこと知ってるのか……？　それに、天地剣とか言ってたな。この剣……。俺と同じ名前？　一体、何がどうなってるんだ？

　天地は混乱した頭で何とか幼い頃の記憶をたどろうとした。

　記憶の隅に、何か、幻まぼろしのような気配が立ち上がろうとしている。

　あれは……。

　母さんが死んだ時……。

　そう、雪が降ってたっけ。

　俺は、母さんのお墓で泣いてたんだ。

　泣いても泣いても、涙はなくならなかった。

　胸がからっぽになってるはずなのに、それでも涙は止まらなかった。

　あの時俺は、もう一生分の涙を流しちゃったのかも知れない。そう、あの時だ。

　天地ははっと顔を上げた。

　誰かがいた。いや、いたような気がした。そう雪が……母さんのお墓の上に積もっていた雪が、俺の上には降らなかったんだ。まるで誰かが俺の後ろに屈み込んでいるみたいに。

「母さん？」

　自分の幼い声が天地の脳裏に蘇よみがえってきた。

「母さん？　そこにいるの？　僕だよ。何か言ってよ」

　そうだ。そうだった。確かに、俺は見た。青白い人影を通して、雪が……顔も定かでないその人の向こう側に静かに舞い降りていくのを。

　ああ、どうして今まで忘れていたんだろう。いや、俺は、ちゃんと覚えていたんだ。ただ、思い出したくなかったから、鍵をかけて……記憶の引き出しの一番底に封印して……母さん！

　天地は両手で顔を覆おおった。
















　ダメだ。思い出しちゃいけないんだ。だって俺は、十年もかかってやっと母さんがこの世のどこにももういないんだってことに耐えられるようになったのに。また、あの時の俺に戻ってしまう。母さんがいなくなって、泣くよりほかにどうしていいか分からない五歳の俺に……。

　その時、溜ため息のような声が聞こえた。

　天地は一瞬、心臓が止まりそうになった。

「だ、誰だ？」

　誰かがいる。それも、すぐ近くに。

　まさか……。

　天地は布ふ団とんを撥はね除のけた。

　そして、絶句した。

　魎呼……!!

　どうしてここに!?

　魎呼は、心地良さげに伸びをし、金色の目を開いて微笑ほほえみかけた。

「お帰り、天地」

　その途端、世界が真っ白になった。







　第三章　「ねえ？」







「ねえ？」

　答えが返って来ない。天地は宙を凝ぎよう視ししたまま両手を合わせた恰かつ好こうで凍りついている。

「ねえ、どうして柏かしわ手でなんか打ってるのさ？」

　途端に、天地ははっと我に返り、そして飛びのいた。

「さっきの女！　お前……どうして……」

　魎呼は天地の引きつった顔を見、にっこり笑って布団の端を持ち上げた。

「ここまで来たら話してあげる」

「ばばば、馬鹿っ！　いきなり何言いだすんだっ。大体、それは俺のベッドだぞ！」

「あたしがいちゃ悪い？」

　魎呼は、気を悪くしたふうでもなく、それでもベッドの上に起き上がり、熱心に天地を見詰めた。

　天地は、あまりの事態に気分が悪くなってきた。

　確かに、流れ星に向かってお願いしたさ。恋人が出来ますようにってね。それから言えば、女の子がベッドにいて、しかも手招きしてるっていうこのシチュエーションは願った以上だ。だけど、俺は、誰でもいいとは言わなかったぞ。鬼でも化け物でもいいなんてことは絶対言ってないっ。

「ねえ……お願い」

　魎呼の瞳ひとみが潤うるみ、星が現れた。

「せっかくの出会いを無む駄だにしたくないでしょ？」

　身を乗り出した魎呼の着物の胸もとが、危あやうい節度を保っている。それは天地にこう語りかけているようだった。

　ほら、もっと近づいて。もっとよく見たくならない？　いいのよ、私たち喜んであなたに場所を譲るわ……。

　天地はふらふらとベッドの方へ近寄り、魎呼の手が天地を引き寄せ、胸もとをまさぐるのを、まるで他人のように感じていた。そう、魎呼の手がズボンのポケットの方へ伸びて行くのを見るまでは。

　剣か！

　天地は唐突に悟さとると、慌あわてて魎呼の手を撥はねのけようとした。魎呼の方が一瞬早かった。

「いただき！」

　魎呼は、勝ち誇ったように叫ぶと、剣の束を握にぎり締め……三つの宝玉は沈黙したままだ……そこに封じ込められたエネルギーを自分の手首に移し変えようとした。その途端、剣が光を放ち、魎呼は苦痛の叫び声を上げてやけどでもしたように剣を取り落とした。

「ど、どうしたんだ？」

　天地は、床に落ちた剣と、手を押さえながら横座りになっている魎呼を見比べながら素早く剣を拾い上げた。

「君は……触れないのか？」

　惨みじめそうに座ったまま、天地を見上げた魎呼の目に涙が光った。

「返して。……それがないと力が出ないの。魎りよう皇おう鬼きも呼べないわ」

「魎皇鬼……？」

　正体が分からないとは言え、女の子を泣かせているという事実に気がくじけそうになりながら、天地は用心して立ったまま言った。

「あのさ……俺、何がなんだかさっぱり分からないんだ。君はほんとにほこらの鬼なのか？　一体何しに出て来たんだ？　俺にどうして欲しいんだ？　それに、この剣……天地剣とか言ってたな。もし、返したら、一体どうするつもりなんだ？」

　魎呼の目から涙が一粒、こぼれ落ちた。今の魎呼は全く無害で、それどころか天地に拒絶されたショックで今にも崩くずれ落ちそうに見えるのだが、うなだれて呟つぶやいた。

「敵よ……」

「え？」

　聞き取るためには身を屈かがめなければならなかった。

「恐ろしい敵が近づいて来るの……ああっ」

　魎呼はいきなり天地にしがみついた。

「悪魔よ！　いいえ、悪魔の方がまだましかもしれないわ。とにかくそいつときたら、氷のように冷たくて、問答無用で、自分が宇宙で一番偉いと思ってる奴やつでさ、天地、あんたそんな奴に会いたいと思う？」

　天地はあっけにとられて別人のような魎呼の顔を見詰め返した。

「で、その魎皇鬼とかいうのを呼んで……どうするんだ？　戦うのか？」

　心の中で何かが、違う、こんな展開のはずじゃなかったと叫んでいるのを無視して天地は聞き返した。

「魎皇鬼を呼ぶには宝玉のエネルギーがいるの」

　と、魎呼。

「宝玉……」

　天地ははっと気づいた。畜生、危うく騙だまされるとこだったじゃないか。こいつは最初はなっから、剣の宝玉が目的だったんだ……ふいに想像の中の伝説の鬼が甦よみがえり、それとともに家を踏み潰つぶされ、逃げ惑まどう自分の姿が脳裏を過ぎる。

　天地は荒々しく魎呼の手を振りほどいた。

「バカな！　そんなこと俺が信じると思ってるのか？　敵？　悪魔？　一体何の話だ？　そんなものどこにも……」

　その時だった。

　天井を突き破らんばかりに増幅された若い女の声が降って来たのは。

「魎呼さん！　出てらっしゃい！　そこにいるのは分かっています！　もう、逃げられなくってよ!!」

　てよ……よ……よ……。

　妙に非現実的なエコーを聞きながら、天地は再び頭の中が真っ白になっていくのを感じ、呆ぼう然ぜんと突っ立っていた。

　と、その肩を荒々しくつかまれ、天地ははっと我に返った。

「だから言ったじゃない！　とにかくもう一刻の猶ゆう予よもないわ。あんたは宝玉を返すの？　返さないの？」

　先ほどの弱々しげな様子などみじんもなくなった魎呼が嚙かみつきそうな顔で天地を睨にらんでいた。

「か、返すよ。でも、どうやって？」

「だから、さっきからそれを言おうとしてたんじゃないの！」

　怒りの放射に魎呼の髪が文字どおり逆立った。

「ただ返したいと念じるだけでいいのよ！　天地剣はあんたにしか触れないんだから！　まったく、あの遥よう照しようからどうしてあんたみたいな情けない子孫が出てきたんだかわかんないけどさ、天地！」

「は、はい……」

　天地は剣の束を逆手に持ち、必死に気持ちを集中しようと試こころみた。

　思うに、これが全ての不幸の始まりだったのである。

　このＳＦアニメのような状況をドアの外に蹴けり出し、頭の上から降って来る大音声に向かって怒ど鳴なり返すなり、通報するなり、何らかのまともな手段を講じなかったことが。

　だが、たった十五歳の、それも心優しき少年にそこまで求めるのは無理があろう。ともかく……。

　天地は魎呼と向かい合い、目を閉じて真剣な顔で念じ始め、それとともに剣の宝玉が輝き出した。




　一方、柾木家の上空に浮かぶ王家の船、龍皇の中では……。

　樹雷皇家の第一皇女、つまり長女であるところの姫君がモニターに写る柾木家を見詰め、イライラしながら返答を待っていた。

　芳紀七百と二十歳、ただしそのうち七百年は時間凍結のため勘定には入らない。

　紫がかって見えるほど艶つややかな黒髪を後ろできりりとまとめ、何となく平安時代の旅装を思わせる正装に身を包んだ正真正銘、王家の娘である。

　姫君は、その古典的な美び貌ぼうを損なわない程度に軽く眉まゆを寄せた。

「これ、ちゃんと聞こえてるのかしら」

「もちろんですとも」

　即座に答えが返ってきた。

　姫君の両脇に控えているガーディアン、一見丸太の柱にしか見えないが、超テクノロジーの粋すいを集めた護衛兼相談役である。

「かまわないわ。一発近くに打ち込みなさい」

　姫君は事もなげに言った。

「しかし……ここは、兄上の母君の故郷とは言え、異星の地。それに、ギャラクシーポリスが定める特別保護地域であります。軽はずみな攻撃をなさるのは……」

　姫君の目がスッと細まった。

「阿あ座ざ化か。わたくしは、近くにと言ったのですよ。あの極ごく悪あく犯罪人を威い嚇かくするのです。このためにこそ、わたくしは七百年もの時をさまよってきたのではありませんか？」

「しかし、阿あ重え霞か様……」

　阿座化と呼ばれたガーディアンが呟つぶやいた。

「魎呼……あの宇宙海賊が我が樹じゆ雷らい皇おう宮きゆうを襲った事件は、先ほど時効になったばかりです。しかも、このへんには常にギャラクシーポリスのパトロールがあるとか。いいえ、姫君。ここは我らにお任せください。言わせていただければ、何も直接予告をせずとも……」

「阿座化！」

　姫君はぴしゃりと遮さえぎった。

「口答えは許しません！　お前がやらぬなら、わたくしがやります。もしかすると、手もとが狂うかもしれませんよ」

　姫君の目は、冷たい怒りに燃えており、ガーディアンは、仕方なく引き下がったものの、相棒の火か美み猛だけに目め配くばせするのを忘れなかった。

「では、阿重霞様……」

　目配せされたもう一体のガーディアンはのろのろと座標の計算を始めた。

　途端に、姫君の冷たい視線が突き刺さった。

「火美猛。お前たちが何を考えているか、わたくしにはよーく分かっております。だが……」

　姫君、いや阿重霞は激情のあまり息を継いだ。

「時効などは関係ありません！　ギャラクシーポリスが何だと言うのです？　魎呼は我が兄上、いえ、愛する遥照お兄様を行方不明にさせた張本人なのですよ！　婚約者を目の前で奪われたわたくしの気持ちはどうなるのです？」

　阿重霞は自分が至近距離で怒ど鳴なり散らしていることに気づき、やや声を押さえた。

「もちろん、お兄様が亡くなったなどとわたくしは思っておりません。それを確かめる唯ゆい一いつの手がかりがあの女なのです。何としてでもあの女を捕らえ、尋じん問もんしなくては！　だがその前に、あの女を恐怖で震ふるえ上がらせてやるのです。わたくしというものを印象づけるためにもね！　早くなさい!!」

　ついに、たまりかねて阿重霞は叫んだ。

　一瞬遅れて、柾木家のぎりぎり近くを、攻撃の第一波がかすめた。




「ひええええっ」

　大音おん声じようと共に家が揺ゆれ、窓ガラスが粉みじんに砕くだけ散った。

　魎呼は意にも介さず、ひたすら念じ続けている。

「来い！　魎皇鬼っ!!」

　もうたくさんだっ。こんなことには我慢できない！

　天地は風通しのよくなった窓から空を見上げ、巨大な宇宙船がすぐ上に浮かんでいるのを見て取り、絶望のあまりへたり込みそうになった。

　と、その時。

「来たっ」

　魎呼が歓喜の声を上げた。

「何やってんのよ、天地！　行くのよ。死にたくなかったらね！」

　虚うつろに見詰め返す天地の腕をつかんだかと思うと、次の瞬間、二人の姿は魔法のように消え失せていた。

　後に残ったのは、大地震に襲われたような家と、どういうわけか庭で人事不省になっている天地の父、信幸だけだった。




　ところで……。

　この後話は巨大戦闘艦同士の、擬音と超ハイテク用語を駆使した戦闘シーンに続くことになっているのだが、ちょっとここで七百年ほど時をさかのぼるのをお許しいただきたい。

（単に作者がそーゆー用語に弱いだけという話もある）




　樹雷皇家は古い歴史を持つ、由ゆい緒しよ正しき一族である。

　その開かい闢びやくは、一万年ほど前にさかのぼると言う。

「辺境の青き水満ちる星」からやってきた始祖が、船の王、津名魅と契約を交わし、樹雷皇家を與おこしたと、歴史には語られている。

　樹雷星は地球とほぼ同サイズ、豊富な植物相を持つ美しい星である。地球と違うのは、ここには二種の知的生物が共存している点だ。

　ひとつは、意志を持ち、力を持つ（そして船の頭脳でもある）木……樹雷。もうひとつは髪や目の色こそ違うが、地球人と殆ほとんど変わらぬ種である樹雷の民。

　そして、樹雷の民を統すべる存在が樹雷皇家である。

　樹雷皇家の一族は、一般の樹雷人に比べてかなり特殊な存在である。まず、寿命が長い。普通の樹雷人が二百年程度の寿命（それでも、同じ人類として考えれば地球人の倍はあるが）に対して、皇家の者はほぼ二千年の時を生きる。加えて、超能力に似た力を持ち、自分専用の船（宇宙船）を持つことが出来る。

　それは昔、始祖が津名魅と契約を交わした時に贈られた力だという。見返りとして、皇家の者は、与えられた寿命と力を正しく使うことを求められる。

　それが契約であり、力の源であり、そして、契約に反した者、即すなわち津名魅の心に反した行いをした者は、否いや応おうなしにその恩恵を失うのである。

　とまあ、樹雷皇家の成り立ちなんぞを講釈してたら王立学院の歴史の授業みたいになってしまうので、とりあえず、件くだんの阿重霞姫に話を絞しぼって進めることにしよう。

　阿重霞は十一代目の樹雷皇、阿あ主ず沙さと、第一皇妃美み砂さ樹きの間に長女として生まれた。その十二年後に妹の砂さ沙さ美みが生まれているのだが、その話はちょっと置いといて、問題は、阿重霞が兄と呼ぶ腹違いの長男である。

　兄、遥照は、第二皇妃船ふな穂ほの長男として生まれ、樹雷皇家を継ぐはずだった皇子である。継ぐはずだった、というのは、十六の時に樹雷皇宮を襲った恐ろしい宇宙海賊、魎りよう皇おう鬼きを追って故郷を飛び出して以来、ずーっと行方不明だからなのである。

　この兄、遥照と阿重霞はいいなずけになっている。

　腹違いとはいえ兄妹の仲でいいなずけなんて、と思われるかもしれないが、樹雷星にはそういうタブーはないらしい。地球上でも昔、支配者階級では近親婚が多かったのと同じ理由だろう。

　遥照は、眉び目もく端たん麗れい、文武両道に長たけた白面の貴公子であった。

　言い換えれば、３高で、スポーツ万能、成績優秀、ハンサムで、笑うと真っ白な歯がきらりと光る、てな感じの、絵に書いたようなエリートである。

　勿論、性格もいい。当然、この皇子は皇宮でも高貴な女性たちの憧れの的であり、そのころまだ幼かった阿重霞も例外ではなかった。愛とか結婚とかいうことは別にしても、阿重霞はこの八歳年長の異母兄弟を誇りに思い、まだ遥か先の婚礼の日に思いを馳はせ、一心に慕したっていたのである。

　初恋の人はお兄さん、という重度のブラザー・コンプレックス、略してブラコンである。

　ところがある日のこと、天空俄にわかにかき曇り、凶悪な陰が射さしたかと思うと、巨大な戦闘艦が姿を現した。遺跡荒らしと異い名みようを取る宇宙海賊船、魎皇鬼である。目的は、樹雷皇家に伝わる宝刀、天地剣らしい。

　遥照は、自分の持つ剣が狙ねらわれていることを知ると、すぐさま自分の持ち船、船穂を駆り、宇宙に飛び出した。敵の攻撃を自分に引きつけ、樹雷星と皇家を守るためである。

　退屈な皇宮を飛び出して、思う存分自分の力を試してみたい、という気持ちもあっただろう。魎皇鬼と船穂は追いつ追われつ、熾し烈れつな戦闘を繰り返した。そして、劣勢を悟さとった魎皇鬼が逃亡し、船穂がそれを追って通信が途と絶だえた。

　それっきりである。

　阿重霞が最後に兄を見たのは、船穂に乗り込む前、皇宮に押し入って来た凶悪な女海賊の魎呼と戦う兄の勇姿であった。

　その光景は、今でもはっきりと阿重霞の脳裏に焼き付いている。

　阿重霞が、おのれ魎呼、兄を奪った極悪犯罪人と憎しみ、罵ののしるのも無理からぬところである。

　ああ、兄は、愛する遥照お兄様はいずこにや。たとえこの身は大海うな原ばらの藻も屑くずと消えようとも、今一度、兄にまみえずにおくものか。お父様、お母様、黙って旅立つ阿重霞をどうかお許しくださいませ。

　という書き置きを残したかどうか、分からないが、二十歳はたちの誕生日を前に、阿重霞は自分の船、龍皇を駆り、まずは兄の去った方向へと座標を定めてコールド・スリープに入った。

　実は、その時、妹の砂沙美というとんでもないおまけがついてきたことを、まだ阿重霞は知らない。そして七百年後の今日、この辺境の地で探し求めて来た極悪犯罪人魎呼の反応を発見したというわけである。




　さて、戦いの方は、今や佳か境きように入りつつあった。

　舞台はもはや宇宙空間に移っている。

　魎皇鬼のブリッジに仁に王おう立ちになって大声で下げ知ちを下しているのは魎呼である。その生き生きとした表情を見ると、なるほど、七つの海の恐怖であった昔せき日じつの栄光ここにあり、といったふうである。

　その足もとに情けない恰かつ好こうでへたばっているのは我らが主人公、天地君である。

　無理もない。

　読者の皆さん、もしあなたがいきなり両脇を抱えられ、テレポートした先が地球を遥かに見下ろす宇宙船の中だったとしたらどうだろう。

　もはや神仏にすがるしかないではないか。

　天地は肝きもを潰つぶしたまま、魎呼の横顔を盗み見た。

　とても話しかけられる状況ではない。

　それに……もうひとつある。

　大体、返事をする宇宙船なんて。

　それも、ラジャーとか、了解とかいうちゃんとした返事じゃなくって、みゃ～だの、みゃみゃ～だの、猫が鳴いてるような声で答える宇宙船なんて。

　頭の中に、後悔先に立たず、というじっちゃんの声が響いた。

　くそっ、あのボケじじいが……。

　こうなった今、俺は確信をもって言えることがある。

　じっちゃんは、こうなることを知っていたのだ。

　七百年も封じ込められていた鬼の封印を解といて、無事でいられるわけがない。

　なのに、じっちゃんは一言だって俺に忠告してくれなかった。

　あまつさえ、俺をそそのかしたりしたのだ。

　いやいや、こんなことを考えても何の役にも立たない。

　俺が今考えるべきことは、いかにして地球へ帰るか、これだけだ。

　それにはまず、この戦闘から逃げ出さなくてはならない。次に、この魎呼とかいう化け物女をだまくらかして、もといたところに戻さなくてはならない。それからじっちゃんをつかまえて……。

　急に胸倉をつかまれ、天地は驚いて顔を上げた。

　いつの間にか、天地の乗る魎皇鬼は円柱状の結界に取り囲まれ、停止している。

　魎呼は修しゆ羅らのごとき表情で天地を乱暴に揺さぶった。

「あんた、あたしが一人で苦労してるってのに、よくそんなのんきな顔してられるわねっ」

「は？」

「は、じゃないっ。くそ阿重霞の結界に捕まったのさ。おめーが宝玉を一個しか返さねーからパワーが足りねえんじゃねえか。このくそいまいましい結界を破るから、宝玉を全部返すんだ。早く！　ぐずぐずしてると阿重霞んとこの丸太が来て、二人とも捕まっちまうぜ」

「ま、丸太？」

「あたしが丸太って言ったら、丸太なんだよ！　それとも何だ？　おめーそいつらに捕まって拷ごう問もんされたいのか？」

「拷……問？」

　読者の皆さん、天地君はけして頭が足りないわけじゃないんだが、なんといってもまだたった十五歳なのである。化け物女に胸倉つかまれた状態で気の利きいた返事が出来るかどうか鑑かんがみてもらいたい。

　天地の頭に浮かんだのは、目の前の魎呼よりもっと恐ろしげな阿重霞という女のシルエットと、その両脇に聳そびえ立つ、手足の生えた丸太の化け物だった。

「俺……」

　天地は思わず呟つぶやいた。

「家に帰りたい」

　魎呼は天地の膝ひざに突っ伏した。

　その時。

「極悪犯罪人、魎呼！　御用だ」

　という声が妙なハーモニーで聞こえて来た。

　目の前に、二本の丸太が立っている。

　丸太がしゃべっている。いや、ハモっている。

　近づいて来る。

　これは夢だ。

　悪夢だ。




　阿重霞のガーディアン、阿座化と火美猛が作り出した亜空間通路に取り込まれる前に失神してしまった天地は、二体が交わした戸と惑まどったような目配せに気づかなかった。

　もちろん、失神していなくとも、「丸太」同士の目配せなど、天地に分かろうはずもなかったが……。







　第四章　ここは銀河系の端っこにある







　話変わって、ここは銀河系の端っこにある、ギャラクシーポリス第七方面本部、太陽圏分署の捜査一課である。

　ヒューマノイド・タイプを含め、さまざまな署員たちが出入りし、捜査一課特有の雰囲気を醸かもし出している。

　今のところ、それほど重大な事件は起こっていないらしく、署内の空気は割合和なごやかだ。

　その一角、来客用ソファの上で、端末を胸に抱き締め、カーリーヘアに顔を隠すようにして丸くなって熟睡している若い女の姿があった。

　彼女の席とおぼしき机の上はキーボードの上に書類やら始末書やら、書きかけの報告書やら、さらにはスナック菓子やかじりかけのドーナツやらが雑然と積み重なり、一体どこで仕事をしているのかと思われるような惨さん状じようである。

　そこへ外回りから帰ってきたらしい、きりりとした感じの女刑事が通りかかった。流れるような濃こ紫むらさきの髪にスミレ色の瞳の美人だが、やぼったいレンガ色のスーツにショッキングピンクのスカーフが全体の印象を台なしにしている。

　女刑事は主のいない机を見、ソファの上で幸せそうに上下しているカーリーヘアを見つけ、思わず拳こぶしを握り締めた。

「人が懸命に捜さがしてたってのにこいつは……」

　女刑事はつかつかと歩み寄り、カーリーヘアを見下ろした。

「美星っ」

　ソファの上の女はうるさそうに眉まゆを寄せ、一層丸くなった。

「美星！」

　何の反応もない。

　女刑事は忿ふん懣まんやるかたない顔で熟睡している相棒を見下ろしていたが、ふとしゃがみ込むと、その耳もとに囁ささやきかけた。

「美星ちゃん、チョコレートがあるわよ。お茶にしない？」

　と、途端に女はぱっちりと目を覚まし、辺りを見回した。

「チョコレートぉ？　どこの？……あら、清きよ音ねちゃん……」

　気まずい沈黙が漂ただよった。

「私、どうしたのかしら。こんなとこで……」

　美星と呼ばれた女性は思わずソファの上にきちんと座り直し、また思い返して立ち上がった拍子に抱えていた端末を足の上に落っことし、悲鳴をあげてソファに倒れ込んだ。

「痛てててて……何よこれェ、もうきらーいー」

　美星の同僚にして、署内でも凄すご腕うでで鳴らす女一級刑事清音は溜ため息をついて端末を拾い上げた。

「もういいわよ。起こしたアタシがバカだったわ。ところでアンタ、アタシが署内中捜し回ってたっていうのに、ここで端末抱えて何やってたわけ？」

「えっ、私？　私はぁ、ただ、机の上がゴチャゴチャなんでエ、ここで報告書を書こうとォ……で、チョコは？」

「……美星。ちょっとおいで！」

　清音に襟えり首くびつかまれた美星は、引きずられながらも助けを求めて辺りを見回した。

「ちょっと、何よォ、私報告書を……」

「報告書の前にアンタはやることがあるでしょ。ほら、ゾーキン！」

　自分の机の前でゾーキンとバケツを手渡された美星は途方に暮れた顔で清音を見返した。

「ゾーキンて……」

「掃除するのよ！　机の上を片づけるの！　ゴキブリが出るわよ！　まったく、九く羅ら密みつ長官の孫だっていうのに、アンタは……それじゃ部下に示しがつかないでしょうが！」

　清音はついでにギャラクシーポリス指定のゴミ袋とエプロンを取り出し、てきぱきとジュースのカンやら雑誌やらをゴミ袋に放り込み出した。

「ほら、ぼけっと突っ立ってないで、このコーヒー浸づけの書類はどうすんのよ。ん？……ちょっと、これ、アタシの貸してやった資料じゃない……返ってこないと思ってたら、こんなとこで……」

　途端に美星の手が伸びて、半分コーヒー色に染まった資料の束をさっと取り上げた。

「あの、ごめんね、清音ちゃん。後で買って返そうと……ごめん。ここはもういいからさあ、自分の席に……」

「アタシの席はアンタの隣でしょうが！」

「じゃ、ロビーでコーヒーでも……」

「掃除が終わったら、アンタに定食つきで奢おごってもらうわよ！　何ならマキシムのフルコースでもいいわよ……ちょっと、何やってんの？」

「え？　とりあえず、この山をなんとかしようと……」

「キューブは止めて！　この前アンタがそれ使った時、片づけるのに半日……」

「だって空きナンバーがあるからとりあえずその空間に放り込んでと……」

　一見キューブロックのように見える亜空間個人ロッカーの鍵をせわしく回しながら美星が答えたその時。

　何もない空間から山のようにガラクタが降って来た。

　洗濯物やマンガ本やカップラーメンや何に使うのか分からないメカのパーツ類に埋うまった清音を見、一瞬静まり返った署内を見回して、美星は青ざめながらもにっこり微笑ほほえんだ。

「あの、皆さん。ご迷惑かけてすみません。清音ちゃんに聞かれたら、私はもう、辞表を出したと……」

　美星は後ずさりながらそれだけ言うと、踵きびすを返して逃げ出そうとした。

　と、その足首を誰かががっちりとつかんだ。

「そういうわけにはいかないわ！」

　墓から這はい出したゾンビのごとく、埃ほこりだらけの清音が洗濯物を押し退のけて現れた。

「美星……！　今度という今度は、許さないわよぉ……」

「き、清音ちゃん……」

　かんかんに怒った清音が美星を捕まえようとした時だった。

　ドアが開いて、アンダーソン署長と野辺山課長が顔を出した。

「何だ、この騒さわぎは……おっ」
















　ライオンヘッドのレオニス星人、アンダーソン署長は床に山積みになったがらくたを見、真っ赤になった清音を見、襟えり首くびつかまれて凍りついている美星を見、回りで我関せずと仕事を続けている署員たちを見回して嘆たん息そくした。

「美星君。いや、一級刑事九羅密美星。即刻その私物を片づけないと二級刑事に格下げするからな！　それと、君も一応女の子なんだから、洗濯物を溜めるのは止したまえ。ワシはクリーニング代が払えないほど安い給料は出しとらん。もう一つ、来客用ソファでうたた寝は禁止する。分かったか!?」

　回りの署員たちの間でくすくすと忍び笑いが漏もれた。

「すみません……」

　真っ赤になった美星は消え入りそうな声で呟つぶやくと、ギャラクシーポリスご用達のクリーニング屋をコールし始めた。

　と、その時。

「あら？」

　端たん末まつに緊急連絡のサインが点滅している。美星は何気なく受信に切り替えた。

「はい、こちら捜査一課……えっ、神か我が人と？」

　途端に署内の空気が一変した。アンダーソン署長は飛び付くようにして手近の端末に切り替えると、厳しい面持ちで応答し出した。

「わしだ。なに、パトロール隊が全滅……？　よし、分かった。早速手配する」

　アンダーソン署長は署員たちに向き直ると、厳しい口調で指示を出し始めた。

「永久手配犯、神我人の船双そう蛇じやが現れた。座標は白鳥座付近のＸポイント。パトロール隊は未知のエネルギー兵器にやられたらしく、通信不能だ。アンディとソニアは現場検証に向かえ。後の署員は待機。以上だ」

　署長は足早に出て行き、署内にざわめきが広がった。

　アンディとソニアと呼ばれた中堅コンビは手早く支度を済ませ、厳しい表情で目配せした。

「ソニアさん」

　美星は思わず声をかけた。

「神我人って……」

　ソニアと呼ばれた長身の美人女刑事は、ハンドキャノンのエネルギーチャージを確認しながらにっこりと美星に微笑ほほえみかけた。

「あなたいくつだっけ。二十三？　じゃあ、知らないかもしれないわね。永久犯罪人、神我人は伝説のマッド・サイエンティストなの。たった一つの鉱石を手に入れるために、惑星丸ごと破壊したこともあるわ。あの、双そう蛇じやと呼ばれるメタリック・ボディの巨大戦闘艦でね。私は三百年前、実物を拝おがんだことがあるの。ここじゃなく、違う星系でね。母星の艦隊が束になっても敵かなわなかった。一瞬で私の国は消滅したわ……」

　ソニアはハンドキャノンを担かつぎ直した。

「こんなもの、何の役にも立たないのよ。でも、跡に群がるハイエナ海かい賊ぞくどもにお見舞いすることは出来るわ。さあ、もう行かなくては」

　ソニアは美星の肩に手を掛け、親愛を込めて軽く叩たたいた。

「清音ちゃんを怒らせちゃダメよ。良い相棒は百の武器にも勝まさるんだから」

　ソニアとアンディは出ていった。

　美星は清音と顔を見合わせ、思わず叫んだ。

「ギャラクシーポリスの神に祈ってるわ！」

　ドアの向こうから返事が返って来た。

「あなたたちにもね！　それと洗濯物にも」

　美星はまた赤くなり、中断されたクリーニング屋の番号をコールし直し始めた。




　一方。

　天地は昼なお暗いジャングルの中をさまよっていた。

　むっとするほどの草いきれで呼吸が苦しい。

　植物は皆、見たこともないようなものばかりである。

「どこだ……俺は何でこんなところにいるんだ……」

　その疑問に答えるかのように、鳥の声が聞こえてきた。

　長く尾を引く悲鳴のような鳴き声。

　笑い声のような、金属的な連続音。

　天地の全身が凍こおりついた。

　ここは地球じゃない。

　あの、化け物女はどこへ行ったんだ？

　俺をこんなところに置き去りにしやがって。

　天地は、声を出して助けを呼ぼうとした。

（誰か……）

　おかしい。声が出ない。

（誰か……）

　まるで金かな縛しばりにあったように、天地はもがいた。

（助けて……）

　ふっと、体が自由になった。

「気がついた？」

　紛まぎれもない、日本語の響きだ。

「お兄ちゃん、大丈夫？」

　木製の格こう子しの向こうに、一人の少女が天地を覗のぞき込むように膝ひざをついている。

　ああ。何だ、俺は夢を見てたのか。一体ここはどこなんだろう……。

　次の瞬間、天地は、ぎょっとして身を起こした。

　ルビーのような瞳が俺を見詰めている。それに、格こう子しだと思っていたのは生きた木でできた檻おりだ。

　動どう悸きが早くなった。

　夢なんかじゃない。ここは……地球ではない、どこか違う星だ。

　急激に記憶が蘇よみがえって来た。

　そうだ、俺は……あの丸太のような化け物に襲われて、気を失ってしまったんだ。

　じゃあ、ここは、宇宙船の中？　でも、どうしてこの女の子は日本語をしゃべってるんだ？
















「どうしたの？」

　少女は心配そうに眉まゆを寄せた。

「どっか痛いの？　お姉さま呼んであげようか？」

　天地は咄とつ嗟さに首を振った。これ以上、わけの分からない奴やつに出てこられちゃかなわない。

「い、いや、いいんだ。それより……」

　天地は、目まぐるしく考えた。

　少なくとも、この子は危険そうには見えない。見た目通りの年だとすれば、まだほんの九歳か十歳ぐらいの子どもだ。何故か言葉も通じるようだし、ひょっとしたら、味方になって俺を助けてくれるかも……。

　天地は、こんな状況にある者としては最大限の努力を払ってにっこり微笑んだ。

「君、なんていうの？　名前は？」

「あたし？　砂沙美っていうんだよ。お兄ちゃんは？」

　少女はほっとしたらしく、にこにこして答えた。

「俺は、天地っていうんだ」

　天地も、ほっとして答えた。

　よく見れば、何ともかわいらしい女の子だ。水色の長い髪を高い位置で二つに分けて結わえているので、何とはなしに兎うさぎのように見える。

　着ているのは、高価そうな着物式の衣服で、しゃべりかたは子どもらしいが、物腰に品のよさが感じられる。

　と、天地はあることを思い出した。

「さっき、お姉さまって言ったよね？　もしかして、阿重霞さんていう人？」

　少女、いや、砂沙美は驚いたようだった。

「お兄ちゃん、どうして知ってんの？」

「いや……ちょっとね」

　天地は口ごもった。

　魎呼の奴はどこだろう？　あの口ぶりからすると、この子のお姉ちゃんと魎呼は昔、相当ないざこざがあったらしい。この子が知っているかどうかは分からないが、俺まで魎呼の仲間に見られちゃたまらない。

　天地は如才なく説得にかかった。

「あのさ、魎呼って奴がいただろう？　俺、そいつに無理やり連れて来られちゃったんだ。ここから出て、出来ればもといたところに帰りたいんだけど」

「ああ、あの宇宙海賊のおばさん？」

　事もなげに砂沙美は聞き返した。

「あの人なら今、お姉さまと何かお話ししてるよ。ねえねえ、お兄ちゃん、あのおばさんと知り合いなの？　凄すごい海賊なんでしょ？　砂沙美はまだ小さかったからあんましよく知らないんだけど」

　砂沙美は急に、何か思いついたように天地の顔を横目で窺うかがった。

「お兄ちゃん、出して欲しい？」

「う、うん」

　内心びっくりしながら天地は頷うなずいた。

「君、ここ開けられるの？」

「うーん、どうしようかなあ」

　砂沙美は困ったように格子から離れた。

「お姉さまにバレるとまずいんだけど……砂沙美ね、ほんとはここにいないことになってんの。お姉さまが家出したとき、勝手についてきちゃったんだ」

「家出？」

「そう。お姉さまはね……」

　砂沙美は急に言葉を切った。

「ねえ、お兄ちゃん、出たくないの？　砂沙美と遊んでくれるなら出してあげてもいいよ。どうする？」

「遊ぶ？」

「砂沙美、すごーく退屈だったの。ねえねえ、地球って、どんなとこ？　オモチャとかある？　動物は？」

「まま、ちょっと待ってくれ」

　ほっとけば矢継ぎ早に質問が来て、永久に檻おりから出られないことになりそうだ。

　天地は、この異星の少女に命運を賭かけることにした。

「出してくれたら何でもする。約束するよ」

　砂沙美の顔がぱあっと輝かがやいた。

「じゃ、ちょっと離れてて」

　天地が格子から離れると、砂沙美は着物の袖そでから剣の束のようなものを取り出し、檻……木の枝に触った。

　細い光信号が解除装置と思われる上部の茂みに届いたかと思うと、次の瞬間、枝が左右に別れ、上に引き込まれていった。

「へえ……凄すごいね、それ。ちょっと見せてくれる？」

　天地が何気なく手を伸ばすと、砂沙美はさっと後ずさった。

「ダメなの。これは砂沙美だけのもの。誰もさわっちゃいけないんだよ」

「あ、そうなの？……ゴメン。そんなつもりじゃなかったんだ。俺も、それと似たようなものを持ってたから……あれ？　どこだ？」

　服のあちこちを探っている天地を興味深そうに眺めながら、砂沙美はだんだん近づいて来た。

「お兄ちゃんも？　じゃあ、お姉さまのお部屋にあったマスターキーは、お兄ちゃんが持ってたやつ？」

「えっ？」

　天地は急に不安になってきた。

　あれ……天地剣が取り上げられたなんて、思っても見なかった。そうか。やっぱりあれは、阿重霞とかいう女の宝もので、それを魎呼の奴が盗ぬすんできたんだろう。と、すると、俺もいろいろ聞かれることになるに違いない。いや、待てよ。もしあれが、本当に伝説の剣だったとすれば、遥照とかいう、宇宙から来たサムライの持ち物だったことになる。まさか、それが阿重霞とかいう女の先祖だったりして……。いや、そうじゃない。魎呼と阿重霞の間に何があったにせよ、七百年前の出来事なんだから、阿重霞という女が七百何歳かじゃなければ計算が合わないことになる。うーん……。

「考え過ぎだよな」

　天地は、思わず声に出してから、慌あわてて首を振った。

「何が？」

　砂沙美が不思議そうな顔で見上げていた。

「いや、こっちのこと。ところで、えーと、砂沙美ちゃん。どっか違うとこに行きたいんだけど」

　砂沙美はまた無邪気な笑顔を見せた。

「うん。ここにいるとお姉さまに見つかっちゃうもんね。どこに行く？　龍りゆう皇おうは広いんだよ。魚が見たい？　それとも動物？」

「うーん……どこでもいいや。案内してよ。なるべくなら、早く家に帰れるようにして欲しいんだけど」

「家……って、地球？」

「うん」

「それはちょっと難しいなあ」

　砂沙美は歩き出しながら眉まゆを寄せた。

「この船動かすにはお姉さまのキイがいるもの。砂沙美のキイじゃ船が違うからダメなんだよ」

　砂沙美は先ほどの束を取り出して見せた。

「お姉さまのキイはいじれないし……そうだ。遥照お兄さまのマスターキイなら動かせるかも。ちょうどいいや。お姉さまは今、お部屋にいないから、取りに行こう！　でも、すぐ帰らないで、帰る時は砂沙美も連れてってね」

「えっ？」

　天地が戸惑って聞き返すと、砂沙美は面白そうに笑った。

「あのさ、まだ砂沙美と遊んでないでしょ？　それから、出してあげたら何でもするって約束したでしょ？　だから、砂沙美を地球に連れてって欲しいの」

「…………」

　天地は絶句した。檻おりの中にいた時より、もっと進退きわまることになってしまった。

「じゃ、取りにいこ。早く！」

　言うなり、砂沙美は後も見ずに駆け出した。

「ま……待ってくれ！」

　砂沙美ちゃん。俺はまだ、聞きたいことがいっぱいあるんだ。女の部屋に忍び込んだりして、問答無用でまたあの丸太につかまったりしたくないし、いろいろ尋じん問もんされたりしたくもない。とにかく、無事に地球、いや、岡山の自分の部屋に帰りたいんだ。もちろん、「一人」で。

　天地は、異星のジャングルに紛まぎれそうに先を駆けて行く、砂沙美の小柄な後ろ姿を必死で追いながら、心の中で叫んだ。

　その、岡山の自分の部屋が、魎皇鬼の中に家ごと空間圧縮で取り込まれていたとは、まだ、夢にも思っていない天地であった。







　第五章　天地と砂沙美が出会い







　天地と砂沙美が出会い、意気投合するちょっと前……。

　件くだんの阿重霞姫は、自然に囲まれたプライヴェート・ルームで、頭を下に宙づりになっている魎呼を前に、優雅なティータイムを楽しんでいた。

「魎呼さん」

　まるで相手が洗濯物か何かで、ぶら下がっているのが当然、といった様子で阿重霞は声を掛けた。

「随ずい分ぶんとお久し振りですこと。まさか、このわたくしをお忘れではないでしょうね」

　両脇を阿重霞のガーディアンに挟はさまれ、身動き取れない魎呼は、ちらりと阿重霞を見、あからさまに軽けい蔑べつした調子で答えた。

「わたくし、ねえ。七百年前はまだガキだったっけなあ。ちょっと見ない間に随分と老ふけちゃって」

　ティーカップを持つ手が止まった。

　いいえ、ここで挑ちよう発はつに乗ってしまってはこの極悪犯罪人の思うつぼだわ。とにかく、兄遥照のことを聞き出さねば。

　阿重霞は、はた目にもそれと分かる自制心を発揮して、ゆっくりとティーカップをソーサーに置き、優雅な物腰で立ち上がった。

「兄はどこにいるのです？　もうひとつ、この剣を何故あの地球人の少年が持っていたのです？」

　阿重霞は天地剣を握り締め、ゆっくりと魎呼の方に近づいた。

「質問はひとつずつにしてくれない？　あたしゃ、起きたばっかりで眠くって」

　魎呼は、さも迷惑そうにそっぽを向き、自分の言葉を立証するかのごとく、大きなあくびをした。

　阿重霞の手の中で、天地剣が震ふるえた。

「魎呼さん」

　その声に殺気を感じ取ったのはガーディアンばかりではなかった。さすがに魎呼もおちょくり過ぎたと思ったらしく、阿重霞に顔を向けると（と、言っても頭が下にあるので見下したような視線を送ることになってしまうのだが）、こうつけ加えた。

「どうして天地に直接聞いてみないのさ」

「天地？」

　意外な返答に、阿重霞は戸と惑まどって思わず聞き返した。

「この剣が何を知っているというのです？」

　尋問の主導権を相手に渡してしまったことにはまだ気がついていない。更に、相手の返答に重大な情報が含まれていたことにも気づいていない。下手な取り調べの見本のようなものだ。

「そう言やあ、その剣も天地っていうんだっけ。あたしゃまた、馬鹿にされてんのかと思ったよ」

　魎呼はにっこりして付け加えた。

　無論、馬鹿にされているのは阿重霞の方である。

　さすがに、ここまで言われればどんなあほうにも自分がおちょくられていることぐらいは分かる。

　阿重霞のもともと乏しい自制心は跡形もなく吹っ飛んでしまった。

「この、極悪犯罪人が!!　今すぐ兄のことを話すのです！　もとはと言えば、兄が失しつ踪そうしたのはあなたのせいなのですからね。これ以上わたくしを愚ぐ弄ろうするのは許しません！　早く言わぬか！」

　相手が情報を握っているかどうかはともかく（この場合は、魎呼は本当に知らないのだが）、こんなに逆上してしまっては相手の思うつぼである。だが、兄を尋たずねて三千里の阿重霞は必死であった。

　魎呼は、うんざりしたように答えた。

「だから、あたしゃ起きたばっかりだってさっきから言ってるじゃないか。あんたのくそいまいましいお兄さまに封じ込められて七百年、それから一度も外に出てないんだからね。あんたの兄さんがどうなったか、どうしてあたしが知ってるんだい？」

「…………」

　かわいそうに、阿重霞はこの一言ですっかり混乱してしまった。

「……本当に知らぬのか？」

「知らないね」

　と、いう取りつくしまのない返答が返って来た。

「そんな……」

　私の苦労は一体何だったの？　というモノローグが聞こえてきそうな沈黙が降りた。実際、阿重霞の心のなかでは、同じセリフが駆かけ巡めぐっていたのである。

　だが、物事には限度というものがあり、阿重霞の忍耐力もそれは同じであった。

「そんな……」

　むらむらとやり場のない怒りがこみあげて来る。

「噓うそです！」

　阿重霞はきっと相手を睨にらみ据すえた。

「お前は噓をついている！　本当に知らぬのなら何故あの時逃げようとしたのです？　阿あ座ざ化か！　火か美み猛だけ！　この女に制裁を加えなさい！」

「えっ？」

　無茶苦茶な話である。

　悲鳴を上げる間もなく、魎呼の体に衝しよう撃げきが走った。もちろん、黒焦こげにならない程度の衝撃波である。

　魎呼は、身を捩よじり、苦しげに眉まゆを寄せた。

「ああーっ、イっちゃう、イっちゃううう……」

　途端に阿重霞の顔色が変わった。

「な、何なの？　こいつは」

「阿重霞さま、僭せん越えつながら申し上げれば、この女は……」

　これもまた慌あわてたらしい阿座化の声が割って入った。

「もうよい！　止めよ」

　閨けい房ぼうに属するらしいその悶もだえ声を本能的に解した阿重霞は、耳まで赤くなって拷ごう問もんの中止を命じた。

　作戦が成功して内心ほっとした魎呼が薄笑いを浮かべた。

　いくら魎呼でも、この切れかかったお姫さまが相手では、体がもたないというものだ。

　阿重霞は、魎呼のカンに触るにやにや笑いを見なくてすむように顔を背け、まだほてりの残る頰を両手で冷やした。

（このいやらしい化け物女めが……わたくしが何も知らぬと思って……どうしてくれよう……）

　尋問のことなど二の次になってしまった阿重霞が報復手段のあれこれを考えていた時、ぶーんという、軽い飛行音とともに、球形の小さな飛行物体が現れた。

「姫さま。お休みの時間でございます。すみやかにご寝所にお戻もどり下さいますよう、お願いいたします」

　阿重霞はげんなりした。この球形の物体は、樹雷皇家専属の侍じ女じよなのである。王家の未成年者についてまわり、その行動を管理するとともに、日々のデータを全て保存している、教育係兼監視役なのである。不品行が蓄積されると、通信機能が働き、問答無用で樹雷星に呼び戻されることになりかねない。

　だが、阿重霞はささやかな抵抗を試こころみることにした。

「後でよい。今取り込み中です！」

「なりません。この状況は緊急事態には該がい当とういたしません。続きは明日になさいませ」

　途端に、無遠慮な笑い声が背後から聞こえてきた。

「続きは明日になさいませ、だってさ。いいこと言うじゃん。ほらほら、もう、ねんねの時間だってさ」

　阿重霞は怒りに頰を染めてきっと振り向いた。

「黙らっしゃい！　この腐くされ女めが！」

　すぐに、侍女の叱しつ責せきが続いた。

「姫さま。お言葉にご注意なさいませ。お母様が聞かれたら、何とおっしゃるか」

　魎呼は腹を抱えて笑い出した。

「お母さまあ？　こりゃいいや。早くお家に帰った方がいいんじゃないの？　余計なことに首突っ込んでないでさあ」

「大きなお世話です！」

　阿重霞はぴしゃりと遮さえぎったが、口調ほどその表情には勢いがなかった。

「ほらほら、お嬢ちゃん、早くねんねしな」

　魎呼は逆さになったまま、馬鹿にしきった口調で阿重霞に向かってひらひらと手を振った。

「この……」

　阿重霞はついに怒り心頭に達して物が言えなくなってしまい、無言で踵きびすを返すと足早に歩き出した。

「阿重霞さま！」

　すぐに火美猛ののんびりした声がその背後を追った。

「この者をどういたしましょう？」

　阿重霞は立ち止まった。

　そして、凄すごい形ぎよう相そうで振り向いた。

「三枚におろして、残りはダストシュートから捨てておしまい！　わたくしの寝室に、八時間以内に近づいてはなりません！　また、何事が起こってもなりません。分かったか？」

「御ぎよ意い」

　後にはまだにやにや笑いが収まらない魎呼と、両脇にでくの坊のごとく立っているガーディアンたちが残り、一瞬後には彼らも消え失せ、テーブルの上に残っていた冷たくなった飲みかけのお茶も、見えない手によって片づけられ、再び鳥の声が聞こえるだけとなった。




　話を、哀れな主人公の方に戻そう。

　天地は、アマゾンの熱帯雨林のごとき人跡未踏のジャングルを、砂沙美の後についてかれこれもう一時間は歩いていた。

「ねえ、砂沙美ちゃん」

　水みず苔ごけから足を引き抜きながら、天地は、前を楽しそう撥はねていく兎うさぎのような後ろ頭に向かって怒ど鳴なった。

「お姉さまの部屋って、どこにあるの？　まだ、だいぶかかるのかなあ？」

　砂沙美は足を止め、振り向いた。

「すぐだよ。通路使えばね。砂沙美、お兄ちゃんが龍皇の中見たいかなあ、と思って歩いて来たんだけど」

「通路？」

「亜空間通路。ほら、お兄ちゃんが阿座化と火美猛に連れて来られた時使ったやつだよ」

「ああ……」

　……ってったって、俺おれはあん時気を失ってたんだから分かんねえよ。

　天地は内心毒づきながら、それでも、それが何か超科学的な空間利用法に基づく移動手段なのだろうと推測した。

　要するにワープかな。それともテレポートかな。

「説明して欲しい？」

　砂沙美が心配そうに聞いた。

「えっ？　いや、いいんだ。聞いても分かんないだろうし、それに、俺は剣を返してもらえばそれでいいんだし」

「ああ、よかった」

　砂沙美はほっとしたように笑顔を見せた。

「実は砂沙美もよく知らないんだ。だって、そんなこと考えたこともなかったんだもん。ほら、砂沙美は二番目でしょ？　お姉さまみたいに勉強とかあんまりうるさく言われなかったの。樹雷皇家を継つぐのはお姉さまで、砂沙美じゃないもんね」

「あっ、なるほど」

　と、言ったものの、天地にはまだ、樹雷皇家が何だか、樹雷星がどこにあるんだか、どうして跡継ぎが家出して宇宙をさまよっているんだか、どうもよく分からないのであった。

「ねえ、砂沙美ちゃん」

　天地は呼びかけた。

「聞いてもいいかい？」

「何？　通路のこと？」

「いや、君のこと。……まあ、ちょっと休まない？」

　実を言うと、天地はいささかへたばりかけていたのであった。

　ちょっと思い起こしていただきたい。

　魎呼が岡山県立倉敷西工業高校の屋上に現れたのが十七時、もろもろあって家へたどり着いたのが十九時、その後阿重霞の宇宙船が現れ、一いつ旦たん記憶がリセットされた後、再び新たな人生が始まったのが地球時間で言えば二十一時頃。それから更に二時間が経過したと計算すれば、今はかれこれ二十三時になる頃だ。

　天地は時計を持っていなかったので、もちろんこんなに正確に計算したわけではないのだが（それどころか、当人にとってはあのサボった授業は何か月前だっただろう、という感覚だったのだが）、とりあえず、生命の危機からちょっと遠ざかったところで、天地は自分が疲れ果て、腹は減り、早く言えば倒れそうになっているのを思い出した、というわけである。

「お兄ちゃん、大丈夫？」

　草の上にへたり込んでしまった天地を見、砂沙美が駆け寄って来た。

「砂沙美ちゃん、君って、優やさしいんだね……」

　天地が元気のない声で呟つぶやいた。

「おかしいな。君は宇宙人なのにさ、何だかちっともそんな気がしないんだ。つい昨日まではさ、俺は普通の高校生で、この世に宇宙船やら、宇宙人やら、ほこらの鬼やなんかが存在するなんて夢にも思っていなかったのにさ。それが、今日はこうしてばかでっかい宇宙船の中の、だだっ広いジャングルの中を、かわいい宇宙人の女の子と歩いてるんだからな。昨日までの俺だったら、これは絶対夢なんだ、と思ってるね。いや、今でもそうなんじゃないかと思ってるんだ。夢なら、宇宙人と話が通じたり、自分の思いどおりになったりしたって何の不思議もないからね。で、目が覚めれば俺は自分のベッドで寝ててさ、あーあ、今日も学校に行かなきゃならないんだ、なんてさ……」

　天地は膝ひざを抱え、顔を埋うめた。

　家に帰りたい。

　俺は、手に汗握にぎる冒険なんてものには向いていないんだ。

　何故なぜかと言えば、冒険物語のヒーローは疲れてへたばったりして、小さな女の子に愚ぐ痴ちをこぼしたりしないもんだからさ……。

　天地は今になってどっと疲れが出てきてしまい、殆ほとんど投げやりな気持ちになっていた。

「砂沙美ちゃん。俺を助けてくれよ。もう、剣なんか取り返さなくてもいい。俺はただ、家へ帰れればそれでいいんだ」

　砂沙美は困ってしまい、何か言おうとして言葉を飲み込み、おずおずと手をのばして天地の髪を撫なでた。

「……ごめんね。砂沙美、自分のことばっか言ってて。そんなに悲しい顔しないで。剣は砂沙美が取ってきてあげる。それで、お姉さまには砂沙美が頼んであげるから。ちゃんとおうちに帰れるように。でも……」

　砂沙美は口ごもった。

「お兄ちゃん、一緒に行ってくれる？　だって、お姉さま、怒るとこわいんだもん」

　天地は顔を上げ、自分がこの少女を困らせてしまったことに気づき、赤面した。

　俺は、何を言ってんだ？　これが、高校生の、普段は一人前にしゃべっている人間の言うことか？

「ごめんな、砂沙美ちゃん。俺、ちょっと落ち込んじゃって。大丈夫。もう立ち直ったからさ」

　天地は勢いをつけて立ち上がり、たちまちめまいを起こして座り込んだ。

「お兄ちゃん！」

「だ、大丈夫……。と、思う。ただ、ちょっとその……」

「？」

「腹減って……」

「なあんだ」

　砂沙美はほっとしたように笑い出した。

「チョコしか持ってないけど、食べる？」

「チョコ？」

「お兄ちゃん、チョコ知らないの？　これだよ。これ」

　言いながら、砂沙美が取り出したのは、銀紙で包まれたチョコレート色の、本当にチョコとしか思えないような食べ物であった。

「チョコ……」

　天地は、その板状の食べ物を手に取り、匂いを嗅かぎ、ちょっとなめてみたあげく、思わず感動して呟つぶやいた。

「大丈夫だよ。地球人と樹雷人は殆ほとんどおんなじなんだって。何でかって言うとね、昔むかし、地球と樹雷は兄弟だったんだって。だから、住んでる人も同じなんだよ」

「へえ……その証拠がこれってわけ？」

　天地は少し元気を取り戻し、兄弟云うん々ぬんの話は無視して聞き返した。

「うーん。分かんないけど……こんなの、どこでもあるよ。でもさあ、考えて見れば、ちょっとヘンだよね。だって、砂沙美とお兄ちゃんは今日会ったばっかしなのに、チョコで分かり合っちゃうなんてね」

「うん……」

　天地は唐突に、有名な映画のワンシーンを思い出した。

　Ｅ・Ｔ、つまり最初は言葉の通じない宇宙人をＭ＆Ｍのマーブルチョコで釣つるシーンである。

　それに、ヴァレンタイン・デーにはチョコで愛を伝えちゃったりもするぞ。

「そうか！」

　チョコは、コミュニケーションを作り出す。

　つまり、チョコは汎はん宇宙的な平和のメッセージなのである。

　大丈夫だ。

　天地は、殆ど直感的に思った。

　話せば、分かる。

　それがチョコ、つまり文化というものだ。

　こんな状況でなければ大笑いするような理屈だが、今の天地にとっては貴重な発見であった。

「砂沙美ちゃん、ありがとう。俺、とにかくやってみるよ。ダメならまた考えればいいんだし」

「そうそう」

　砂沙美は、とりあえず天地が元気を取り戻したのを見て、ほっとして頷うなずいた。

「ところで、あれ見える？」

　砂沙美は、遥か彼方の大木の根もとを指さした。

「あそこがお姉さまの部屋だよ。明かりがついてる」

「えっ？」

「お姉さま、帰ってきてるみたいだね」

「…………」

「ちょつと、寄り道しすぎたみたい」

　天地は、希望が指の間から滑すべり落ちていくのを実感した。

「ま、しょうがないか。とにかく行ってみよ。ここで座ってたって何にもならないもんね」

「う、うん……」

　やっぱり人生はチョコで解決するほど甘くはないのだった。

　天地と砂沙美は、手近のホール……通路に飛び込み、姿を消した。




　一方、魎呼にさんざんコケにされた阿重霞は、寝室に戻って来るなり、ベッドにわっと泣き伏した。

「ひどい……ひどすぎるわ。やっと兄に会えると思ったのに、あの女ときたら、あくまでもシラを切り通すつもりなのね。いいわ。そっちがそのつもりなら、わたくしにも覚悟があります。見てらっしゃい。あしたはきっと、もっとひどい目に会わせてやるんだから……」

　さんざん泣いたり、罵ののしったりしたあげく、疲れ果てた阿重霞は、まだ天地剣を握り締めたままであることに気づいた。

「お兄さま……」

　お兄さまの持っていた天地剣。

　そう、今となっては、これが唯一の手がかりなのだ。

　剣の束に輝く二つの宝玉は、兄の勝利を物語っている。

　兄は、この剣に憎き魎呼のエネルギーを吸い取り、力を封じたに違いない。

　だが、その兄は一体どこにいるの？

　阿重霞は、ようやく重大なことに気がついた。

　そういえば、これを持っていた、あの地球人の少年は何者だろう？

　ああ、そうだわ。「天地」と言ったっけ。

　何故なぜ、お兄さまの剣と同じ名を？

　阿重霞は、まだ幼さの残る、自分より年下と思われる少年の顔を思い浮かべた。

　わたくしは、魎呼に巻き込まれた哀れな現地人とばかり思って、あんなところに閉じ込めたっきりにしてしまったけれど、もしや、本当にあの少年が何かを知っているとしたら……。

　かわいそうに。牢ろうから出して、食事をさせてあげなくては。

　口ほどにもなく、心優しい阿重霞は、後悔の念に駆られ、ガーディアンを呼ぼうとした。

　が、その手は力なく止まってしまった。

「もういいわ。ガーディアンたちはまさか、あの少年を殺しはすまい。わたくしはもうくたくた。明日になればまた、いい知恵も浮かぼうというもの……」

　阿重霞はやっとの思いで起き上がり、重い正装を脱ぎ捨てて夜着一枚になった。

「お兄さま……」

　照明が落ちた。

　と、その頰ほおを一粒の涙が伝い、絹の枕を濡ぬらした。

　阿重霞はその胸に天地剣をしかと抱き締め、夢のない、重苦しい眠りに落ちていった。







　第六章　「これを取れっていうわけ？」







「これを取れっていうわけ？……冗談だろ」

　砂沙美に聞いた通り、首尾よく阿重霞の寝室に忍び込んだ天地は、阿重霞の手にしっかと握られている天地剣を見て絶句した。

　阿重霞は静かな寝息を立てている。

　ベッドの横になす術すべもなく突っ立ったまま、眠れる姫君の横顔を見下ろしている天地の胸中には今、さまざまな思いが去来していた。

　これが、魎呼の言っていた冷酷無残で尊大なお姫様なのか。

　故郷の星を離れ、この剣を取り返すために七百年も宇宙をさまよっていた姫なのか。

　今のところ、兄を尋ねて幾千里の事情を知らない天地は阿重霞がただ、復ふく讐しゆうのために地球にやってきたと思っているのである。

　これが……天地は思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

　けっこう、かわいいじゃん。

　透すけるように薄い、袖そでなしの夜着の胸もとを隠すように、ほっそりとした腕が胸のところで交差している。

　確かに、天地剣はあった。

　砂沙美の言うことを信じれば、この船を動かすには、阿重霞本人が身につけている龍皇のキイか、マスターキイと呼ばれるこの天地剣が必要なのだそうだ。

　だから、砂沙美の言うとおりにするのであれば、龍皇のキイ……阿重霞が額に嵌はめているティアラか、その手に握り締めている天地剣か、どちらかを取ってこなければならない。

　難なん易い度どウルトラＡ級の二に択たく問題である。

　天地は、手を出しかねたまま、その繊せん細さいな顎あごの線や、柔やわらかそうな頰の曲線や、喉のどもとからなだらかにカーブを描きながら上下している胸を見詰めていた。

「困った……」

　天地は、心の中で呟つぶやいた。

　ここに突っ立っていると、だんだん自分が痴ち漢かんになったような気がしてくるのだった。

　これは果たして、正しいことなのか？

　なぜ正々堂々と、自分の剣を返してくれ、と頼まないのだ？

　このお姫さまをたたき起こしてか？
















　天地は自じ嘲ちようした。

　ええい、俺は、何でもするって砂沙美ちゃんに約束しちまったんだ。それに、この剣は俺が見つけたものだ。自分のものを取り返して何が悪い？

　天地は、スケベ心を振り払い、断固剣を取り戻すべく細心の注意を払って、阿重霞の指をはずそうとした。

　途端に、阿重霞が身じろぎし、寝返りを打った。

　天地の全身からどっと冷や汗が噴ふき出した。

　ああっ、俺は一体何をやってるんだろう。

　天地は、阿重霞の上に覆おおいかぶさるようにして天地剣から細い指を引きはがそうとした。

　と、その時。

　不意に阿重霞が目を開いた。

　おおっ……なんてきれいな瞳ひとみなんだ。

　ピジョン・ブラン、あのルビーの最高級品より更に深い、吸い込まれるような深しん紅くの瞳……。

「きゃあああああっ」

　天地の陶とう酔すいは、絹を裂くような悲鳴と共に、みじんに砕くだけ散った。

「狼ろう籍ぜき者ものっ。誰か、誰か来て！　阿座化！　火美猛！」

　誤解だっ。

　いや、そんなことを言ってる場合じゃない。

　天地は、阿重霞に蹴けり飛ばされる直前、無我夢中で天地剣をつかむと、後も見ず駆け出した。

「あの無礼者をひっ捕らえよ！　早く、ええい、何をしているの？」

　その頃にはもう、天地はきざはしを飛び降り、植え込みの陰に隠れていた砂沙美の手をひっつかむと一目散に逃げ出していた。

　阿重霞が、侵入者の正体に思い当たったのは、天地の姿が消えてしばらく経った後であった。

「おのれ、兄の形見、天地剣を何故……」

　怒りに任せて、ガーディアンたちに侵入者の追跡を命じた後、阿重霞は不意に、不吉な胸騒ぎを感じて思わず夜着の胸もとを搔かき合わせた。

　わたくしは、何か重大なものを見落としている。

　あの少年を牢から出したのは誰か？

　あの少年は、何故、わざわざ危険を犯してまで天地剣を取り戻そうとしたのか。

　兄の剣と、あの少年とは、何の関係があるのだ？

　阿重霞は、堅い表情のまま素早く正装に袖そでを通すと、ガーディアンの後を追って、自分も通路に足を踏み入れた。




「お兄ちゃん、もっと早く、もっと」

　きゃあきゃあ笑いながら足をバタつかせている砂沙美を抱き抱え、迫り来る丸太……ガーディアンの追跡を必死にかわす、という芸当をこなしているのは、我らが主人公、天地である。

「砂沙美ちゃんっ。何とかしてくれよっ。あの丸太をストップさせるとか、なんとか出来ないの？」

「丸太？　ああ、ガーディアンね。あれ、お姉さまの召し使いだから、砂沙美には何ともならないよ。あっ、そっちじゃない、こっちだってば」

　天地はむちゃくちゃに走りながら、畜生、この子、結構重いじゃないか、と心の中で毒づいた。

「さっきの通路は？　どっちに行けばいいんだ？」

　あった！

　木の根もとにぽっかりとうろのように口を開けている通路を目指して、天地は必死に走った。

「あっ、そこ違うよ。そこはさっきの……」

「ひええええええっ」

　もう、遅いぜっ。

　ジェット・コースターのごとく、空間を滑り落ちながら、天地は、これぞ冒険活劇、と場違いなことを考えた。

「いてっ……」

　唐突に、落下が終了した。

　下は、柔らかい草地になっている。

　目の前には、どこかで見たような絡からみ合った枝の格子が……。

　と、世の中で一番聞きたくないと思っていた声がした。

「よお、天地！　一体どこ行ってたのさ？」

　魎呼だ。

　そして、ここはさっきの、いや、魎呼側の牢ろうの中だ。

　あああ……。

　天地は、草の上に長々と寝そべっている魎呼の姿を見た途端、貧血を起こしたようにひっくり返った。

　気力ゼロ。

　体力ひとケタ。

　惨さん憺たんたるありさまである。

「お兄ちゃん、早かったねえ。砂沙美、あんな面白いこと初めてだよ。また牢屋に戻っちゃったのはちょっとまずかったかもしれないけどさ。ねえねえ、ちょっと休んだらまたやろう。今度はガーディアンなしでいいから、ねえねえ……」

　一人興奮してしゃべりまくっているのは、世にも嬉うれしそうな顔をした砂沙美であった。

「何、この子？　どっから連れて来たの」

　魎呼が不ふ審しんそうな顔で起きて来た。

「あっ、始めまして。私、阿重霞の妹で、砂沙美といいます。どうぞよろしく」

　砂沙美は、初めて間近に見る伝説の女海かい賊ぞくを前に、礼儀正しく頭を下げた。

「はあ？」

「で、おばさん、天地お兄ちゃんのお友だち？」

　最初、魎呼は質問の意味がつかめない、というように軽く眉まゆを寄せ、この変に礼儀正しいガキを見下ろした。

　おばさん……？　お友だち……？

　おばさんって、誰？

　質問の意味が魎呼の心の奥深くに浸しん透とうして来るや否いなや、魎呼はいきなり砂沙美の胸倉をつかんで締め上げた。

「ちょっと、おばさんって、あたしのこと？」

「あっ、ごめ……お姉さん」

　揺さぶられる合間を縫って、砂沙美は必死で訂てい正せいした。

　まことに、人生勉強とは、このような場面でなされるのである。

「そうよ。お姉さんよ、お姉さん。あたしゃまだ十七歳なんだからね。どこがおばさんなのよ、まったく……」

「ごめん。だって、阿重霞お姉さまより人生経験ありそうに見えたんだもん」

　これだから、子どもは怖こわい。

　天地は、へたばったまま、いきなり始まったこの漫才を頭の隅で聞きながら思った。

　こりゃ、もしかしたら魎呼に勝つかもな……。

　と、唐突に砂沙美を突き放した魎呼が、つかつかと天地のそばにやってきて、ぐいと襟えり首くびをつかんだ。

「天地！　あれは？　天地剣は？」

　言いながら、ポケットやシャツの内側を探さぐっている。

「止せよ！」

　天地は魎呼の手を振り払うと、パンツの中に突っ込んでいた天地剣を取り出した。

「おお！　おめーなかなか見ごたえあるじゃん」

　魎呼は大喜びで天地を抱き締めると、天地剣の宝玉を改めた。

「ひとつ、ふたつ、と。サンキュー、天地」

　魎呼は、鼻の先がぶつかるほど顔を寄せ、ニヤリと笑った。

「は、離せよ！」

「いいからじっとしてな」

　魎呼は、どうやら自分のために天地が剣を取り返して来たと思っているらしい。

「やっぱりパワーが足りないと、何かと不便でさ」

　しっかり抱き締められて身動き取れない天地の体を通じて、宝玉のパワーが魎呼の体に流れ込んで行くのが感じられた。

「んんん……いいねえ、この感じ。生き返るぜ」

　魎呼の額の中央が、うっすらと輝き出した。

　その時。

「そこまでです！」

　冷たい声が響いた。

　阿重霞がガーディアンを従えて、通路から現れたのである。

「ちっ……もうおいでなすったか」

　魎呼は天地を突き放すと、素早く砂沙美の背後に回った。

「その丸太を引っ込めな！　さもないと……」

　魎呼の腕が砂沙美の細い首に回った。

「お姉さま！」

「砂沙美？」

　阿重霞の目が、信じられないというように見開かれた。

「砂沙美……。どうしてここに？」

「そんなことより、どうにかしてよ！」

　魎呼に羽は交がい締じめにされた砂沙美は、困ったように手を差し延べた。

「どうしてあなたがここにいるのよ？　まさか、七百年一緒に眠ってたっていうの？　ああ、お母さまとお父さまがこれを知ったら……どうしてついて来たりしたのよ!!」

　阿重霞は真っ青になった。

　まさか、この子がついて来てたなんて。

　樹雷に戻らなくては。いいえ。兄の行方ゆくえが分かるかもしれないのに、そんなことはできないわ。

「私だってちゃんと手紙書いて来たもん、大丈夫だよ」

　姉の胸中を察した砂沙美は必死に訴えながら、魎呼の手を振りほどこうとした。

「ちょっと、離してよ！　今、私とお姉さまはそれどころじゃないんだから！」

「ああ？」

　魎呼は、なんだなんだ、こいつらは……と思いながら割って入った。

「何だか知らないけど、あたしの話はどうなるのさ？」

「それどころじゃありません！」

　阿重霞は、つかつかと砂沙美に近寄り、魎呼を無視して怒ど鳴なり出した。

「何てことしてくれたのよっ。手紙って何のことなの？　お父さまに何て書いて来たって？」

「あのね、お姉さまひとりで行かせるのは心配なので、私も一緒に行きますって。お姉さまったら、全然気がつかないんだもん」

「何ですって？」

「知らなかった？　龍皇が飛び立った時、お父さまとお母さまが下で手振ってたよ」

「…………」

　阿重霞は思わずよろけて後ずさった。

　わ……わたくしの思いは……七百年間さまよって来たわたくしの悲ひ愴そうな気持ちは、一体どうしてくれるのよっ。

「だから、大丈夫なの。ごめんね。だって、お姉さまって、思い詰めると全然まわりが見えなくなっちゃうんだもん、砂沙美、心配で……」

　砂沙美は、ここぞとばかりしゃべりまくって、何とか密航の事実をうやむやにしようとしていた。

「あのー、お取り込み中、すいませんけどね」

　魎呼がげっそりした顔で遮さえぎった。

「牢ろう屋や越しに姉妹ゲンカしてないで、ちったあ人の話も聞いてくれない？　あたしはね、ケンカの仲裁してんじゃないのよ。この子を人質に取ろうってんのよ。あんたほんとに分かってんの？」

「あなたはちょっと黙ってなさい！」

　阿重霞はぴしゃりと遮った。

「どうしてこんなことになったか、わたくしにも分かってきましたわ」

　阿重霞は牢の中の面々を見渡した。

「砂沙美！　その男を逃がしたのはあなたね。そのことは後でちゃんと、納得がいくように聞かせてもらうことにして……」

　ぴたりと指を突きつける。

「天地とやら。先ほどお会いしましたわね。お前が持っている天地剣は、兄、遥照のもの。何故なぜ、お前が持っているのです？　お前は兄を知っているのですか？」

「兄？」

　いきなりお鉢が回って来た天地は、わけが分からないまま阿重霞を見、剣を見下ろした。

「遥照っていう人は、知っています……」

「おお！」

　阿重霞の顔が輝かがやいた。

「でも、七百年も前の人ですよ。俺の先祖にあたる人だって、じっちゃんが……」

「そんなことはどうでもよろしい。兄は、兄は今どこにいるのです？」

　天地は頭が混乱してしまった。この人は、お兄さんが生きてると思ってる。それで捜さがしに来たんだな。だけど、いくら何でも七百年前の人（いや、宇宙人かもしれないが）が、生きてるわけないじゃないか。

「死んだと思いますけど……」

　天地は仕方なく答えた。

「俺は、はっきり言って、よく知りません。この剣は、魎呼を封じていたほこらで見つけたんです。それはともかく、ここから出してくれませんか？　俺、家に帰りたいんです。この剣はお返ししますから」

　天地は、剣を差し出した。

「何と言ったの？」

　呟つぶやきが返って来た。

　阿重霞は、全然聞いていなかったようだ。

「兄が死んだと？　そう言ったのか？」

　阿重霞の顔は真っ青で、その唇は色を失って震ふるえていた。

「何をでたらめな！　噓うそを申すとためになりませんよ。何故、そんなことを！　お前は何を隠しているのです？」

「隠してなんか、いませんよ！」

　天地は思わず言い返した。

「さっきは驚かしてしまって悪かったと思ってます。でも、砂沙美ちゃんが、この剣なら、船を動かせるかもしれないって……」

「お前などに天地剣が使えるとでも思っているの？」

　阿重霞はかっとして怒ど鳴なり返した。

「天地剣は我が樹雷皇家の家宝にして、兄の認めた者でなければ、触れることもかないませぬ！」

　と、阿重霞は、自分の言葉にはっと息を飲んだ。

「まさか……まさかお前は……」

「やっとお気づきかい？」

　魎呼がにやにや笑いながら口を挟んだ。

「こいつはね、ちょっと出来が違うみたいなのさ。あんたの大事なお兄さまの子孫てわけだ。ま、そんなこと、あたしには関係ない。あたしの欲しいのは、こいつのパワーなのさ。悪いけど、あんたには渡さないぜ」

　魎呼は笑いながら、天地にぴたりと寄り添うと、再び何やら念じ始めた。

「止めろよ！」

　天地はぎょっとして、剣をタテに魎呼から逃れようとした。

「これ以上お前に強くなられてたまるもんか。離せ！　俺はここから出たいんだ」

　と、その言葉を聞き取ったかのごとく、天地剣が輝き出し、牢の解除装置に向かって、光の矢が飛んだ。

　あっけなく牢が開いた。

「え？」

　一番驚いたのは、天地である。

「噓でしょ？　これ、そんな力があったわけ？」

　言った途端、さっき砂沙美のキイが牢を開けたことを思い出した。

「天地お兄ちゃん、やっぱりそれ、使えるんだ！　凄すごいじゃない」

　砂沙美が興奮して駆け寄って来た。

「お、俺、次はどうすればいいわけ？」

「決まってるじゃない。船を動かせるかどうか、やってみるのよ」

　砂沙美は、もどかしげに天地の腕を引っ張った。

「止めなさい、砂沙美！　わたくしは……わたくしは、そんなこと、認めません！」

　阿重霞は、殆ほとんどパニック状態で天地の前に立ち塞ふさがった。

　兄が死んだ……この少年は兄の子孫……天地剣が、兄の剣が……マスターキイがこの少年の波長と同調している。……何故？　兄以外の者には使えぬはずなのに……ああ……砂沙美はそこまで知らないんだわ。だから、単純に驚いていられるのよ……それでは、兄は……兄はもう……。

　阿重霞は気が遠くなり、天地の腕に倒れかかった。

「あ……阿重霞さん!?」

「離して！」

　はっと気づいた阿重霞は、天地の手を振り払い、バランスを崩くずして膝ひざをつくと、わっと泣き出した。

「出てって！　わたくしを一人にして！　わたくしはもう、耐えられません。いいえ。待って。兄の形見を返して！」

「阿重霞……さん？」

　天地は、真実とは言え、自分のせいでこの高貴な女性をパニックに陥おとしいれてしまったことを知り、胸が痛んだ。

「お願いですから、泣かないで……その、俺に出来ることなら何でもしますから……」

　天地は膝を突き、阿重霞に天地剣を返そうとした。

　と、その時。

　衝しよう撃げきとともに船が激しく揺れ、床の一角を何かが突き破った。

「きゃああっ」

　思わず悲鳴を上げて倒れ伏す阿重霞。

「やっと来たか。帰るぞ、天地！」

　魎呼の手が伸びたかと思うと、天地の襟えり首くびをつかんだ。

「みゃあああん！」

　巨大な衝角で龍皇の横腹を突き破った魎皇鬼の、嬉うれしそうな叫び声が響き渡った。

「待てよ。あの人たちは？」

　天地が全部を言い終わらぬうちに、視界が真っ白になった。

　阿重霞が呆ぼう然ぜんと見上げた時にはもう、魎呼も、天地も、龍皇の中から消え去っていたのである。

　阿重霞は、目の前の出来事が信じられぬ思いでわなわなと唇を震わせ、やがてきっと唇を結ぶと、激しい口調でガーディアンを呼んだ。

「阿座化！　火美猛！　わたくしを今すぐ、メイン・ルームへ！」

「お姉さま！　どうするの？」

　砂沙美が泣き出しそうな顔で、駆け寄って来た。







　第七章　「見てろよ。」







「見てろよ。このまま地上まで道連れにしてやるからな」

　再び魎皇鬼のブリッジに戻って来た魎呼が叫んだ。

「みゃあああああん！」

　魎皇鬼の、威い勢せいのいい叫び声がそれに答える。

　来た時と同じく、魎呼の足もとにへばりついていた天地は、それでもやっとの思いで立ち上がると、魎呼の腕をつかまえた。

「道連れ？　どういうことだ？　お前俺おれを殺す気か？」

「天地。おめー割りと気が小せえな」

　魎呼は振り向くと、天地の肩をぱんぱん、と叩たたいた。

「だいじょぶだって。この魎皇鬼とな、魎呼さまはな、今までもっとすげえ修羅場をくぐり抜けて来たんだぜ。うんかのごとく群がる大艦隊の猛攻をかい潜って、首尾よくお宝を頂ちよう戴だいした話とか、ギャラクシーポリスとのドッグファイトとか、話せばいくらでもあるのさ。極悪海賊船魎皇鬼と魎呼って言やあ、この大宇宙でもちったあ名の知れたコンビでさ、おめー、ちょっとは安心したろ？」

　魎呼は、自分の船に戻って元気が出たらしく、ご機き嫌げんでしゃべり続けている。

「あの頃はよかったなあ。果てしない大宇宙。どこへ行こうと、何をしようと自由だった。あたしと魎皇鬼のパワーに勝てる奴なんていなかった……」

　魎呼は、距離を確認するためにちょっと言葉を切った。

　龍皇を串くし刺ざしにした魎皇鬼は、そのままどんどん地球に近づいている。

　天地は青ざめたまま、魎呼の横顔を見詰めていた。

　これからどうなるのか、何が起こるのか、皆かい目もく見当がつかないのだった。

「おい、魎呼……」

　天地は、おずおずと声をかけた。

「本当に大丈夫なんだろうな。まさかこのまま、地上に激突するなんてことはないよな。ちゃんと俺を家に返してくれるんだろうな」

「家？」

　魎呼は、今初めてその言葉を聞いた、という顔で振り向いた。

「ああ、家ね。ほら」

　魎呼がコンソールの上で手を動かすと、いきなり床が透明になった。

「悪りィ悪りィ、空間圧縮で取り込んじまったの、すっかり忘れてたぜ」

　天地の足の下に、平面図と化した柾木家と、庭で伸びている父、信幸の姿があった。

　天地は殆ほとんどムンクの叫びポーズで声にならない悲鳴を上げ、へなへなと床に座り込んだ。

「おやじ……。俺の家……」

「うるせえな。後でちゃんともとに戻してやるよ」

　床は、唐突にもと通りになった。

「泣き言しか言えねえんだったら黙ってな。おめーは男のくせに、ほんとに役に立たない奴やつだな」

　魎呼は、計器盤から目を離さない。

　不意に、どーんという衝撃が全艦を震わせた。

「成層圏突入。見てな。もうすぐ面白いもんが聞けるから」

　天地は、頭が空っぽになったまま、十五年の人生の走馬灯を見ていた。

　面白いもの？

　そんなもん、今更なんの役に立つっていうんだ。

　俺なんか、女の子の手も握ったことないのに。

　まだ恋もしてないっていうのに。

　恋……。

　そういや、恋人ができますようにって、流れ星にお願いしたのはいつだっけ。

　何だか、遠い昔のような気がする……。

　走馬灯が種切れになった天地は、恋とは何ぞやという哲学的命題の迷宮に踏み込んでいた。

　天地の心に浮かんだ女の子は美しく、はかなげで、優しくて、安らかに目を閉じ、王子様のキスを待っているのだった。

　形よく盛り上がった胸は、甘い目覚めを夢見ながら、ゆるやかに上下している。

　あれ？

　なんか、最近見たことがあるような……。

「止めてぇぇぇぇぇ!!」

　ロマンのかけらもない声が、天地の耳をつんざいた。

「魎呼さん!!　お願い！　速度を落として！　このままじゃ、龍が持たないわ！　お願い、魎呼さん……」

　あの声は？

　天地ははっと顔を上げた。

「魎呼！　今の、阿重霞さんの声だろ？」

「んっふっふっふっふっふ……」

　魎呼のにやにや笑いがそれに答えた。

「魎呼さんっ！　聞いてるの？　速度を落としてって言ってるじゃないの！　聞こえてるのっ？」

　阿重霞の必死の声が流れて来る。

「んっふっふっふっふ、へっへっへっへ……」

　魎呼は、さも気持ちよさそうに笑い続けている。

「魎呼っ！　さんっ！　あなたどういうことか、分かってるの？　あなたの船だって無事にはすまないわよっ。このまま地上に激突すれば、両方ともバラバラになっちゃうかもしれないのよっ。お願い、何とか言って。返事ぐらいしなさいよ！」

　阿重霞の声は恐怖のあまり、殆どヒステリックになってきている。

　天地は愕がく然ぜんとした。

　まさかこいつ、ほんとに心中する気じゃ……。

「おいっ魎呼！　何してんだよ！　俺たちみんな殺す気か？　今すぐ、阿重霞さんの宇宙船から離れるんだ！」

　天地は思わず魎呼の肩をつかみ、怒ど鳴なりつけた。

　と、魎呼はにやにや笑いをぴたりと止め、恐ろしい顔つきで振り向いた。

「オレの船だぞ。おめー、オレに命令する気か？　そんなにあの女がよけりゃあっちに行きな。いいんだぜ。オレを信じねえ奴は、いてもらわなくても」

　天地は、二の句が告げずに後ずさった。

　なんて性格だ。

　俺は好きでここにいるんじゃないぞ。

　もうひとつ付け加えれば、俺は、誰とも心中する気なんかないんだぞ。

　しかし、天地の心の叫びは脳裏にこだましたまま、行き場を失ってただコマのように回っているだけだった。

　その間、阿重霞のヒステリックな声も、断続しながらエンドレス・テープのように流れていた。

「魎呼さん？　聞いてるのっ！　何とか言いなさいっ！　魎呼さんっ！　何とかしてっ！　死んじゃうわよっ！　魎呼さんっ……」

　眼下に絵葉書のような瀬戸大橋が迫って来る。

　ああっ。もうダメだ。

　と、観念した瞬間。

　がーん、と凄すさまじいショックが体中を走り抜け、世界が特殊撮影のように回転し始めた。




　後に、その瞬間を目撃した漁師は、こう語っている。

「なんだか、でっかい宇宙船みたいな、いや、栗のいがみたいなものが空から落ちて来たと思ったら、次の瞬間には海面をぱんぱんぱん、と……（ここで彼は、小石でやる水切り遊びのようなしぐさをした）分かるでしょ、あれですよ、あれ。あんなでっかい水切り見たのは生まれて初めてだったなあ。（そりゃ、そうでしょ）それで？　うん、そのままばしゃーんって沈んだと思ったら、ふっと消えちまったんですよ。栗のいがが。信じられます？　いや、載せないで下さいね。私、頭がおかしくなったと思われちゃいますから」

　取材した記者は、勿論記事にしなかった。

　そのかわり、大型隕いん石せきが瀬戸大橋を直撃？　という記事を書き、それは翌朝の新聞の一面にでかでかと載った。

　交通量が殆ほとんどなかったため、死傷者が出なかったのは幸いであったが、補修工事にはかなりの期間がかかるものと思われる、という一文を添えて……。




　明朝七時。昨夜明け方近く、柾木神社の横、池のほとりに忽こつ然ぜんと現れた二階家の中から、みそ汁と卵焼きのいい匂いとともに、大勢の笑い声や話し声がにぎやかに響いて来た。

　空間圧縮で平面見取り図になっていたはずの柾木家である。

　その、茶の間では、何事もなかったように茶碗を片手に七時のニュースに見入っている天地の父、信幸の姿があった。

「へえ。ずいぶん派手なことになってるなあ……」

　信幸は、ごはんを搔かっ込み、みそ汁を啜すすった。

「天地。メシ食わないのか？　今朝のみそ汁は格別うまいぞ。何しろ、俺と砂沙美ちゃんの合作だからな」

「そーだよ、天地。おめーデリケートで困るよなあ。いいじゃんか、誰も死ななかったんだから」

　天地の横でもりもりごはんを食べているのは魎呼である。

「そうそう、無事に帰ってこれて、こうしてあったかいゴハンが食べられる。俺は、それだけで十分だと思うぞ。いやー、かわいい女の子が一気に三人か。俺も最初はびっくりしたけどな、まあ父一人子一人っていうのも寂さびしいもんでな。まあ、なんだ、俺の人生哲学っていうのは、なるようになると。これだね。これも何かのご縁だろう」

　一通り説明を受けて、早々と納得したらしい父は、二に膳ぜんめのごはんを漬つけ物で搔っ込みながら上機嫌でしゃべっている。

「でも、ごめんなさいね。おうち、ほんとはここじゃなかったんでしょ？　なんか、魎皇鬼がこっちに来ちゃったんで、私たちもどうしようもなかったんだけど」

　器用に箸はしを使いながら、信幸の隣で卵焼きをつまんでいるのは砂沙美である。

「お料理にはちょっと自信があるの。私、出来るだけのことはいたしますから、おじさま、どうぞよろしくね」

「いいんだいいんだ。こんなかわいいお嬢さんたちなら大歓迎だよ」

　相そう好ごうを崩くずして、信幸はテレビドラマのような受け答えをした。

「おじさまって、心が広いのね。砂沙美、嬉うれしいな」

　砂沙美は、天使のような顔でにっこり笑った。

「まっ、魎皇鬼も龍も池の底だし、実際、どこも行くとこないしね。あたしは天地に用があるし、そっちはそっちで、家出中だろ？　若じやつ干かん一名を抜かせば、あたしたち、ここで結構うまくやってけるんじゃねえの？」

　魎呼はあくまでも現実的である。

「ところで天地っ。おめー、だいじょぶかよ？　早くメシ食わないと冷めちまうぞっ。ま、学校もあれだけぶっ壊れりゃ、今日は休みだろうけどよ」

　魎呼に小突かれて、箸はしを持ったままの天地ははっと顔を上げた。

「俺……俺……」

　心の中で、言葉が狂おしく回っている。

　どうしてみんな冷静にしゃべってられるんだ？

　どうしてオヤジはメシなんか食ってられるんだ？

　いきなりじっちゃんとこに家が建っちまって、俺はこれからどうすりゃいいんだ？

　学校は、勉強はどうなっちまうんだ？

　こんなに、こんなに女の子だらけになっちまって、俺は一体どうすりゃいいんだ？

　天地は、虚うつろな目でこの地獄のような団だん欒らん風景を見回した。

　と、ひたと天地を見詰めている金色の瞳とぶつかった。

　魎呼は、天使のごとく微笑ほほえんだ。

「天地ィ。今日からずーっと一緒よねェ」

　天地の手から箸が滑り落ちた。

　一言も言わず、バネ仕掛けのように立ち上がると、天地は後も見ずに逃げ出した。

　階段の途中で足を踏み外したような音が聞こえた。

「今日は天地お兄ちゃん、遊んでくれないだろうなー……」

　砂沙美の呟つぶやきに、魎呼は箸を置き、妙な顔でそそくさと外に出ていった。

　やがて、堪え切れないバカ笑いが響いて来た。

　とっくの昔に食べ終わり、チャンネルを変えながらＴＶを見ていた信幸は、いくら待っても新聞が来ないわけに気づいた。

「さて、お茶でもいれるかな」

「あっ私……」

　言いかけた砂沙美は、ようやく姉、魎呼いうところの若干一名のことを思い出した。

「そう言えばお姉さま、だいじょぶかなあ」

　砂沙美は散らかった食卓を見、迷ったあげく、エプロンを片手に駆け出した。

「ちょっと私、見てくるねっ」

　信幸は、手慣れた動作で茶碗を積み上げながら、微笑した。

「うん。なかなかいい子じゃないか」

　一分後、流しの方から水音と楽しげな鼻歌が聞こえて来た。




　一方、外に出た砂沙美は……。

　呆ぼう然ぜんと池のほとりに佇たたずむ姉の姿を発見した。

「お姉さま……。やっぱちょっとショックが強すぎたのかなあ……」

　阿重霞の髪は乱れ、着物の裾すそは泥どろだらけで、その肩は小刻みに震えていた。

　わたくしの船が。

　わたくしの船が。

　わたくしの龍皇が。

　わたくしの大事な龍皇が。

　いくら繰り返しても、そこから先には考えが進まないのだった。

　阿重霞は引きつった笑いを浮かべ、一歩も動けないまま、朝の微風に波立つ水面を見詰めていた。

　そして、姉の後ろ姿を心配そうに見詰めている砂沙美の、そのまた後ろには、耳まで裂けそうなにやにや笑いを浮かべた魎呼が腕組みしていたのだった。
















　第八章　それから一週間というものは、







　それから一週間というものは、天地も父、信幸も、引っ越し通知やら口座の移転やら手続きやらで目の回るほど忙しかった。

　通常の引っ越しと違う点は、家ごと移動してきたため、荷ほどきや掃除などをしなくてすんだところである。（ところで、ガスや水道、電気などがどうして通じていたかなどという、瑣さ末まつなことを聞かないでいただきたい。作者にも知らないことはあるのだ。魎呼に聞きたいぐらいである）

　仕事を休むわけにもいかない信幸は、今まで通り岡山市内の事務所に片道三十分かけて通い始め、留守の間、家を守る人間が必要だという理由をつけて、さっさと天地の休学届けを出してしまった。

　例の爆発事件で気が咎とがめている天地は、学校に行かなくてすむようになったことに半ば感謝し、半ばうろたえながら、この現実を受け入れようと痛々しい努力を繰り返していた。

　つまり、二人の宇宙人、いや樹雷星人と、一人の化け物女に囲まれているという現実である。

　二人の宇宙人のうち年若の方の一人は、いちはやく天地の妹の位置を確保し、料理、洗濯、掃除、いわゆる家事一般を一手に引き受けることですんなり柾木家の生活に溶け込んでしまった。

　父、信幸は、家事に強力な助っ人が出来たことを喜び、家に帰れば砂沙美を膝に乗せ、娘同然のかわいがりようである。

　実際、砂沙美は頭もよく、気が利いて、実際的な感覚を持っていた。自分を含めた三人の居い候そうろうの部屋割を決めたのも、姉と自分の部屋を整えたのも砂沙美であった。

　二体のガーディアンに手伝わせ（ちなみに、ガーディアンは現在、柾木家の表玄関に並んで門柱がわりになっている）、池の底の龍皇からクローゼットやらドレッサーやらを救い出し、普段は使っていなかった二階の八畳の和室を一日でとにかく住めるようにしてしまったのだ。

　天地のやったことは、客用の布ふ団とんを運び、当座の食料品や日用品を買い出しに行ったぐらいだった。

　もう一人の居候、すなわち魎呼は、あたしは部屋なんかいらない、天地の部屋に同居するから、と言い張って天地を慌あわてさせ、次は、鍵なんかあったってなくたって壁抜けできるあたしには同じことだ、と言い出して一同の顰ひん蹙しゆくを買い、あわや家から放り出されるところであったが、砂沙美の説得に従って、最終的には阿重霞たちの隣の六畳の和室に落ち着いた。

　残る一人、つまり砂沙美の姉にして樹雷皇家第一皇女の阿重霞は、居間のソファに呆然と座ったっきり、天地や砂沙美が忙しく立ち働いているのを眺めていたが、部屋が整うと、一言も言わずに中に入ってふすまを閉め、砂沙美に布団を敷かせて寝込んでしまった。




　それから一週間。

　柾木家に、なんとか平和な日常が戻って来た。

　砂沙美は毎朝、子ども向けの料理番組を見ながら実じつ践せんを繰り返し、合間には地球及び日本の環境について学び、持ち前の好奇心と学習能力を発揮して天地と変わらぬほどの知識を身につけるにいたった。

　天地は朝から晩まで質問責めにされ、閉口したあげくにパソコンとデータベースを貸し与え、自分は畑仕事に逃げ出してしまった。

　ちょうど暇ひまを持てあましていた魎呼は、砂沙美と一緒にパソコンをいじりだして熱中してしまい、砂沙美は砂沙美で、この、もと宇宙海かい賊ぞくの《魎呼お姉ちゃん》がそんなに怖くはなく、結構アホなところがあるのを発見し、すっかり仲よしになってしまった。

　若干一名を除いて、柾木家は秩序を回復し、居候たちは新しい生活にも適応して、概おおむね平和な日々を過ごしていた。

　ところで、天地がこの一連の事件に巻き込まれる原因となった人物、つまり柾木神社の神主、天地のじっちゃんはどうしていたか。

　実は、じっちゃんは毎日柾木家にメシを食いに来て、畑仕事に天地をこき使い、魎呼をおちょくり、砂沙美にあや取りを教え、信幸と晩酌し、情報収集して帰っていくのであった。

　宇宙人や化け物女ぐらいで驚く人間ではないのである。

　そして阿重霞は、これらの変化が起こっている間、八畳から一歩も外に出ず、何も見ず、何も知らなかった。




　そんなある日のこと……。

　阿重霞は恐ろしい夢を見ていた。

　樹雷の美しい空は赤黒く燃え上がり、皇宮に火の手が迫ろうとしている。

　その上空に、悪夢の産物のように黒々と浮かんでいるのは、忘れもしない、邪悪な海賊船、魎皇鬼の姿である。

　兄、遥照は天地剣をすらりと抜き放ち、阿重霞の手を振りほどいて走り去って行く。

　魎皇鬼から闇やみのような女の影が舞い降り、兄に切りかかる。

　おにいさま……冠かんむりが……。

　阿重霞は出ぬ声を振り絞る。

　いけない！　あの女は邪悪な者。

　戦うのは皇宮の兵士たちが引き受けます。

　どうか、阿重霞をおいて行かないで……。




　何度も、何度も繰り返し見た夢だった。

　いつも同じ。

　兄は消え、阿重霞は闇の中に取り残されるのだった。

　阿重霞は、夢の細部まで覚えていた。

　闇の中で阿重霞は叫び声を上げ、そして目が覚めるのだった。

　だが、今日の夢は違っていた。

　闇の中、遥か先にぼうっと光る後ろ姿がある。
















　お兄さま!?

　と、その後ろ姿は急速に近づき、振り向いた。

　兄ではない。あの、天地とかいう少年だ。

　天地は、兄の剣を持ち、阿重霞に向かって差し出していた。

　何故、お前が……。

　問う間もなく、阿重霞はエネルギーを失って凍りついた剣を受け取っていた。

　剣は紫色のしおれた花に変わり、形を失ってさらさらと砂のように阿重霞の指からこぼれ落ちていった。

　と、はっきりと冷たい少年の声が聞こえて来た。

　遥照？　とっくに死んだよ。それは弔とむらいの花だ。王家の涙は祝い事には使わないんだよ……。

　後半は、懐かしい兄の声だった。

　戯たわむれに、白い花で婚礼の花冠を編んだ時、兄の瞳と同じ色の紫の花を、何も知らずに花冠に添えた時、兄は優しい顔をちょっと曇らせ、王家の涙と呼ばれるその紫の花をそっと引き抜いたのだった。

　気がつくと、阿重霞は一面の紫の花に囲まれて立っており、足もとだけが白く輝いているのだった。

　なんと不吉な……。

　阿重霞は慄りつ然ぜんとした。

　わたくしは墓の上に立っている。

　一体誰の……だれの……。

　次の瞬間、阿重霞は血を吐はくような叫びを上げ、世界は砕くだけ散った。

　部屋の中はまだ暗かった。

　髪は乱れ、青ざめたまま、鼓こ動どうだけが狂ったように打っている。

　右手の感覚がない、と思ったら、阿重霞は骨が白く浮き出るほど天地剣を握り締め、そのためにすっかり指が強こわ張ばっていたのだった。

　阿重霞は指を緩ゆるめ、枕に顔を伏せた。

　そうだった。あの少年は、ここに来てすぐにこの剣を返してくれたのだったっけ。

　少し落ち着いた阿重霞は、隣で寝息を立てている砂沙美を窺うかがった。

　かわいそうに、わたくしの声ぐらいでは目が覚めぬほど疲れ切っているのでしょう……。

　阿重霞は砂沙美の髪を搔かき上げ、柔やわらかい頰ほおを撫なでた。

　お前にばかり苦労をかけて、さぞこの姉をふがいなく思っているでしょう。でも、わたくしは、心も体も弱ってしまって、どうしても起きる気になれないのです。お前がわたくしに食事を取らせようと、台所に立っているのは知っています。ごめんね、砂沙美……。わたくしは、樹雷皇家を継ぐ者として、もっとしっかりしなければいけないのに……。

　阿重霞の頰を涙が伝った。

　いけない。こんなことをしていては、わたくしは今に、弱って立てなくなってしまうか、気が狂ってしまうか、どちらかだわ。

　阿重霞の心に皇家の誇りがようやく目を覚ました。

　愚おろかな心に負けてはいけない。

　兄がもうこの世にいないなどと、そんな弱い、疑いの心があんな夢を見せたのです。

　わたくしはもう、悲しみの中に逃げ込むのは止しましょう。

　阿重霞はそっと起き上がり、カーテンを押しやって明け方の庭を眺ながめた。

　鳥のさえずりが聞こえ、大気は雨上がりのような水蒸気を含んで柔らかい陰影を木々や池の水面に投げかけていた。

　ああ……。樹雷とは違うけれど、この星はこんなに美しかったのね……。

　この星のどこかに兄が生きているのなら、わたくしもこの星を愛しましょう。

　阿重霞は、朝の日差しと共に、自分の心も晴れていく思いで、しばらく窓べに佇たたずんでいた。

　と、その視野を横切るものがあった。

　魎呼である。

　魎呼は、柾木家を窺うようにちらりと振り返ると、足早に池の方へ歩いていった。

　阿重霞は凍りついた。

　そう、あの女がいるのだったわ。

　再び世界は阿重霞にとって、敵意に満ちたものになった。

　あの女と同じ家で顔突き合わせて暮らすなど、わたくしには耐えられない。

　天地殿は、どうしてあの化け物をほこらに戻してしまわないのだろう。そう、砂沙美からそのように話してもらわなければ。

　阿重霞は天地の顔を思い浮かべた。

　兄の血を受け継ぐというのは本当なのだろう。あの少年には何か、心ひかれるところがあった。

　わたくしに対しても礼儀正しかったし、それに、天地剣が反応していたのが樹雷の血を受け継ぐ何よりの証拠。

　わたくしが頼めば、兄の消息を追う手伝いをしてくれるかもしれぬ。

　そう、そうよ。

　阿重霞は思った。

　まず、天地殿に全てを話して、わたくしの事情を、いえ、わたくしの気持ちを知ってもらうのが先だわ。

　わたくしより年下だけど、男ですもの、きっとわたくしを哀れに思って、何でも頼みごとを聞いてくれるに違いない。

　今日こそ、きちんと挨あい拶さつしなくては。

　阿重霞は、そのように決心すると、ほっとした気分で寝床に戻り、再び夢の世界に戻っていった。




　再び目覚めた時はすでに、日は高く上っていた。

「お姉さま、朝ごはんよ」

　砂沙美が朝食の盆を片手に、途中から足でふすまを開けながら入って来た。

「まあ、砂沙美！　足で戸を開ける人がありますか！」

　阿重霞は驚いて起き上がった。

「いいじゃない、そんなこと。私、忙しいのよね。それもこれも、お姉さまがここにこもりっ放しで、何にも手伝ってくれないからだよ！」

　砂沙美はちょっとむくれて言い返したが、たちまち笑顔になって盆を置き、阿重霞の膝ひざに上がって来た。

「お姉さま。ここは樹雷じゃないんだよ。いつまでもここで文句ばっかり言ってると、老ふけちゃうよ。砂沙美なんかもう、みんなと仲よしになっちゃった。今日はごはん食べたら下に降りてよね。もう一週間だよ。みんな心配してるよ。天地お兄ちゃんなんか、阿重霞さんはどうしてるかなあ、ばっかし言ってるよ。お姉さまだって、樹雷の人は挨拶も出来ないのかって思われるの、イヤでしょ？　砂沙美も、お姉さまのこと聞かれて、毎日毎日さあって答えるの、イヤになっちゃったんだ。ね、お願い。今日は家の人、天地お兄ちゃんだけだから」

　しゃべり出したら最後、といった感じの砂沙美のおしゃべりを聞きながら、阿重霞は頷うなずき、眠る前にした決心が急にぐらつくのを感じていた。

「ごめんね、砂沙美。せっかくごはん作ってくれたのにね。じゃあ、これをいただいたら支度するわ。お姉さまは考えごとがあるから、後でまた上がっていらっしゃい」

　阿重霞は、何故なぜか天地の名を聞いた途端赤くなり、そっぽを向いてしまった。

「どうしたの？」

「大丈夫。ちょっとめまいがしたの。さあさあ、お姉さまのことはいいから…………」

　阿重霞は下手な言い訳に気づいて、急に黙り込んだ。

　砂沙美は、変な顔で姉の横顔を見詰めていたが、あまり追及して機嫌を損ねてはと思ったらしく、にっこりして部屋を出て行った。

　ふすまが閉まった途端、阿重霞はドレッサーに駆け寄った。

　鏡に映った阿重霞はやつれて顔色が悪く、髪は乱れ、頰だけ紅潮して熱のある病人のようだった。

　阿重霞は思わず溜ため息をつき、櫛くしを取ると丁てい寧ねいに長い黒髪をくしけずり始めた。

　わたくしは本当に病気になるところだったわ。

　阿重霞は、寝床の中に逃避していたことを後悔しながら、髪をまとめ、爪の手入れを始めた。

「天地お兄ちゃんなんか、阿重霞さんはどうしてるかなあ、ばっかし言ってるよ」

　脳のう裏りに砂沙美の声が蘇よみがえった。

　それでは、あの少年は、わたくしのことを心配してくれていたのね。わたくしが、あんなに辛つらい目に合わせたというのに。

　阿重霞の唇に笑みが浮かんだ。

　わたくしは今まで自分のことで頭がいっぱいで、この家の人たちの気持ちなんか考える余裕もなかったけれど、見も知らぬわたくしたちを何も言わずに受け入れて、住まわせてくれたことに何と感謝すればよいのだろう。

　阿重霞はふと、鏡を見、自分が微笑ほほえんでいることに気づいた。

　みんな、よい人たちでよかった……。

　阿重霞の表情は和やわらぎ、殆ほとんど少女のようなはにかみが浮かんだ。

　まずは、天地殿の信頼を得なくては。

　でも、どうやって？

　わたくしのことを、恐ろしい、冷たい女だと思っているかもしれない。

　いいえ、あんなに心配してくださっているんですもの、そんなことはないわ。

　それとも、感謝の言葉も知らない、失礼な女だと思っているかもしれない。

　いいえ、いいえ、わたくしは一体、何を言っているの？

　心乱れた阿重霞は立ち上がり、落ち着かない様子で室内を歩き回り始めた。

　馬鹿ね。まだ挨あい拶さつもしていないというのに、何をうろたえているの？

　阿重霞は時間ばかり無駄に過ぎて行くことに気づき、食欲はなかったが、朝食を取ることにした。

　少し冷めてはいたが、食べ物を口にすると、乱れた心が静まっていくのが感じられた。

　樹雷皇家の第一皇女とあろうものが、こんなにだらしなくしていて、恥ずかしいわ。

　阿重霞は立ち上がり、部屋を片づけ始めた。




　砂沙美が上がって来た時には、阿重霞はすっかり支度をすませ、一分の隙すきもなく正装に身を包み、いつにもまして堅苦しく見えた。

「お姉さまったら！　そんなにきちんとしなくてもよかったのに」

「わたくしは、樹雷皇家の第一皇女ですもの。変な恰かつ好こうで皆さんにお会いするわけにはいかないわ」

「みんなってったって、今誰もいないよ。だから、かえってちょうどいいかと思ってさ」

　阿重霞は内心ちょっとがっかりしたが、すぐに気を取り直した。

「そうね、その方が気が楽だわ。では、まいりましょう」

　阿重霞は砂沙美の後について、静々と階段を降り始めたが、はた目にもしゃちほこばっているのがよく分かった。

「これはこれは。あんまり出て来ないから、お隠れになったのかと思ったよ」

　ソファの向こうから魎呼が顔を出した。

　阿重霞は階段の途中で凍りつき、顔を強こわ張ばらせたが、果か敢かんに踏み止どまった。

「お姉さま！」

　砂沙美は慌あわてて姉の手を取ると、困った顔で促うながした。

「ホームシックで寝込んでたんだって？　砂沙美ちゃんも苦労するよな」

「もう、魎呼お姉ちゃんったら、余計なこと言わないでよ！」

　強引に姉を引っ張って降りて来た砂沙美は、阿重霞を階段の下に残し、魎呼に向かって怒ど鳴なった。

「いいのよ、砂沙美。わたくしは別に、気にしておりませんから」

　途端に阿重霞の冷たい声が遮った。

「わたくしは、天地殿にご挨あい拶さつにまいったのです。あなたには何の関係もございませんことよ」

　阿重霞は言い放つと、魎呼に背を向けるようにしてソファに腰を降ろした。

「へええ、せっかく面白いもん見せてやろうと思ったんだけどな！」

　魎呼は、ソファの向こうから困った顔で二人を見比べている砂沙美に目め配くばせし、抱かかえていた丸いものが見えるようにちょっと持ち上げた。

「何、それ？」

　たちまち砂沙美は心を奪われ、ソファを回って魎呼の隣に腰を降ろした。

「何に見える？」

　と、魎呼。

「タマゴ！」

　砂沙美は、高さ三十センチぐらいの大きさの、斑まだらの入った楕だ円えん形けいの物体を興味津しん々しんで見下ろした。

「正解！　じゃあ、何のタマゴだと思う？」

「うーん、ダチョウのタマゴ？」

「ハズレ！　あのね……」

　魎呼は阿重霞の方を見ながらこそこそと砂沙美に耳打ちした。

「えーっ、魎呼お姉ちゃんの？」

　砂沙美の目が丸くなった。

「今朝生まれたばっかりなんだよ。かわいいでしょ？」

　魎呼はいかにも愛情たっぷりの仕草でタマゴを抱え、頰ずりした。

「うっそー、だってお姉ちゃん、独身じゃなかったの？　お父さんは誰？　いつ結婚したの？　お姉ちゃんって、タマゴ生む人だったの？　どうやって？　ねえねえ、お父さんは誰なの？」

　矢継ぎ早の質問が返って来た。

　阿重霞はちらりと砂沙美に目をやった。

　砂沙美は魎呼にぴたりと寄り添い、艶つやのある殻からを不思議そうに撫なでていた。

　途端に阿重霞は総毛立った。

「何やってるの！　砂沙美！　触っちゃいけません！」

「だって、すごいスベスベだよ。気持ちいいよ」

「スベスベ……？」

　阿重霞はタマゴと砂沙美と魎呼を交互に見ながら、頭が混乱してしまった。

　いくら化け物女とは言え、人間型生命がタマゴを生む筈はずがない。いえ、この女なら、そんな破は廉れん恥ちなこともやりかねないわ。じゃあ、これは、ほんとに魎呼のタマゴ??

「どうしたんですか？」

　賑にぎやかな声に居間を覗のぞき込んだ天地は、一いつ斉せいに視線を浴び、ちょっとたじろいだ。天地と阿重霞の視線がぶつかった。

「あ……阿重霞さん。あの、お体の方は、もういいんですか？」

　阿重霞は反射的に立ち上がり、挨拶を述べようとして、ここに来る前に入念に組み立てておいた文章が霧のごとく消え失せてしまったことに気がついた。

「て、天地さん……」

　阿重霞は機械的に前に足を運び、自分が殿でも様でもなく、天地さんなどと身内のような呼びかけをしてしまったことに気づき、真っ赤になった。

「天地殿……」

　蚊の泣くような声で言い直し、阿重霞は堅く手を握り締めた。

「こ、この度は、わたくしたち樹雷皇家のためにご尽力いただき、また、苦境にあったわたくしたちにご親切にも援助をいただき、か、感謝の言葉もございません……」

　頭の中で、違う、もっと皇女らしく、優雅に滑なめらかにしなくては、と叫びながら、阿重霞は顔を上げ、ちらりと天地を窺うかがった。

　天地はぽかんとしたまま突っ立っていた。

「あの……わたくし……」

　どうしましょう。言ってることが分からないみたいだわ。

　阿重霞は天地の顔を見詰めているうちにますます言葉が出なくなってしまい、小娘のように赤くなって俯うつむいた。

「……とにかく、御礼申し上げます……」

　というのが阿重霞の挨拶の結びであった。

「い、いいえ……」

　金かな縛しばりが解とけたようにはっとして、天地も頭を下げた。

　一組の若い男女が向き合い、お互い真っ赤になって頭を下げ合い、俯いている、というのは、ホテルのロビーなどでしばしば目にする光景である。

　勿論、その場合にはまわりに仲人なこうどや、両親がいるわけだが。

「ふん！」

　聞こえよがしに鼻を鳴らす音が聞こえた。

「上手なご挨拶だわねえ。天地、そんなのにかまってないで、こっちおいでよ。面白い話があるんだから！」

　魎呼があからさまに軽けい蔑べつしたような口調で言うと、砂沙美の朗らかな声が後を続けた。

「お兄ちゃん、見てみて、これ、魎呼お姉ちゃんのタマゴなんだよ。今朝生まれたんだって。ねえ、見てごらん」

「タマゴ？」

　天地は振り向き、魎呼の腕の中で大事そうに抱えられたタマゴを見た。

「魎呼のタマゴ？」

　言いながら、天地は背筋がぞわぞわした。いやな予感がする。

「そうだよ、魎呼お姉ちゃんが生んだんだって。あっ、そうだ、お父さんの話は？」

「それより、タマゴの話聞きたくない？」

　魎呼は砂沙美を無視して阿重霞に声をかけた。

　阿重霞はつんとそっぽを向き、タマゴも魎呼も視線から締め出した。

「あなたとは口をききたくありません！」

「へええ、そりゃ残念だね。せっかくお父さんのこと教えてやろうと思ったのにさ。じゃ、砂沙美ちゃんだけ教えてやるよ。お父さんはね……」

　阿重霞の耳に、結婚はしてないんだけど……というひそひそ声が聞こえてきた、と思った途端だった。

「えーっ、天地お兄ちゃん??」

「な、何だ？　何なんだ？」

　素すつ頓とん狂きような砂沙美の声に天地はドギマギして思わず後ずさり、阿重霞は意外な展開に驚いて振り向いた。

「あ・な・た」

　魎呼はタマゴを抱えたまま立ち上がり、阿重霞の目の前で天地にしなだれかかった。

「しっかり、抱いててね。あたしとあなたの愛の結晶なんだから。はい、天地お父さん」

　言いながら魎呼は天地の手に素早くタマゴを押しつけ、再びソファに戻るとにっこり微笑んだ。

「け、結晶？」

　哀れな天地は、タマゴを離すわけにもいかず、おろおろして見下ろした。

　確かにタマゴのようである。それも、恐竜のタマゴ、といった感じだ。

「バカね、子どもよ、子ども」

　魎呼の笑いを含んだ返事が返ってきた。

「あ、阿重霞さん、これ……」

　天地は思わず救いを求めて阿重霞を見た。

　タマゴ？　子ども？　一体何の話をしてるんだ？

「近寄らないで！」

　阿重霞の鋭い声が飛んだ。

「子どもですって？　汚らわしい……あなたは、この女と、そんな、そんなことを……」

「ま、待ってくれ！　俺は何にも……魎呼が勝手に……」

　阿重霞の眉まゆが吊つり上がった。

「魎呼、ですって？　やっぱりそういう仲なのね！」

「違うってば！　俺はこんなもの何も知ら……」

　その時、タマゴがガタガタッと揺れた。

「わっ」

　天地はタマゴを取り落としそうになった。

　と、殻を突き破り、獣けものの足が飛び出した。

「うぎゃあああっ」

　天地は思わずタマゴを放り出し、タマゴは床に落ちて鈍い音を立てた。

「あっ」

　砂沙美はタマゴを救おうと駆け出し、直前で凍りついた。

　生まれる！

　でも、一体何が？




　タマゴの中からはい出て来たものは、よたよたと歩き、自分の長い耳にけつまずいて哀れな声で鳴き出した。

「みゃ～んんん」

　みゃ～、だって??

　天地は、自分が放り出したものを見ようと腰を屈め、覗のぞき込んでいた砂沙美とぶつかりそうになった。

　全体は灰褐色で、長い耳と大きな後ろ脚を持つ生き物である。しっぽは丸く、足の先は白い。殆ほとんど猫、いや兎といっていいような生き物だが、額の中央に切れ込みがあり、ルビーのように見える宝玉が嵌はまっている。

「何これ。かっわい～い！」

　砂沙美は、生まれたばかりのその生き物と、殆ど鼻をくっつけそうにして囁ささやいた。

「目が見えないの？　なんていう名前？」

　と、その生き物が目を開き、砂沙美に驚いて耳を立てた。

「黄色い目だ！」

　砂沙美が興奮して叫んだ。

「魎皇鬼だよ。だから、あたしとおんなじ、金色の目をしてるのさ」

「魎皇鬼!?」

　魎呼の声に砂沙美は思わず振り返った。

「あの、宇宙船の子どもなの？」

「そう。すっかり壊れちゃったんでね、再生してたってわけ」

「えーっ、これが？」

　砂沙美は、きょとんとした顔で大きな人間を見上げているネコウサギにおそるおそる手を延ばした。

　と、魎皇鬼はその手をぺろりとなめた。

「あっ、なめてくれたよ。ねえねえ、なめてくれたよ！」

　魎呼はさもおかしげに声を立てて笑い、魎皇鬼を抱き上げた。

「砂沙美ちゃんが気にいったんじゃないの？　おんなじ頭だから、仲間だと思ってさ」

「えっ」

　魎呼は、二つに高く結わえた自分の髪を引っ張った。

「そうかあ、これが耳に見えたのね！　ねえねえ、だっこしてもいい？　ちょっとだけ。ね、お願い！」

「落とさないでね」

　砂沙美に魎皇鬼を抱かせてやりながら、魎呼はおもむろにまだ凍りついたままの阿重霞に視線を移した。

「と、いうわけさ。これが子どもだなんて信じる方がどうかしてんじゃない？」

　ね、世間知らずのお嬢さん。と言わんばかりににやにやしながら、魎呼はこちらも凍りついたままの天地に向かい、腕を絡からませた。

「ま、そのうちそうなることもあるかもしれないけどさ」

　もう限界であった。

　阿重霞は唇を震わせ、やっとのことで声を押し出した。

「ひどい……。みんなでわたくしを馬鹿にしていたのね。天地さん……。あなただけは……真面目な方だと思っておりましたのに……」

　阿重霞の目に涙が浮かんだ。

「もう、いいですわ！」

　阿重霞はだっと駆け出し、驚いた天地は魎呼の腕を振りほどき、扉の直前で阿重霞を捕まえた。

「待ってください、誤解です！」

「離しなさい！　この無礼者！」

　バッチーン！

　砂沙美が振り返る程、大きな音がした。

　思わず天地を平手打ちしてしまった阿重霞は、一瞬、はっとするほどせつない目を向け、踵きびすを返して走り出て行った。

「あーあ、ちょっとは恨うらみが晴らせたか」

　魎呼はからからと笑い、ソファにひっくり返った。

「まさか信じるとは思わなかったけどねー。ホント、こんなにうまく行くとはねー」

「そうだよねー。おかしいと思ったんだ」

　砂沙美は魎皇鬼に頰ずりしながら、金色の目を覗のぞき込んだ。

「ね、そうでしょ、魎皇鬼ちゃん。君、お父さんに全然似てないもんね」

　天地は、ひっぱたかれた頰を押さえて呆ぼう然ぜんと突っ立っていたが、急に腹が立ってきた。

「おい、魎呼！」

　天地はつかつかと魎呼に近づくと、いきなり胸倉をつかんで引き起こした。

「何でお前はいつもいつも、俺を窮きゆう地ちに追い込むようなことばっかするんだよ！　一体俺が何をした？　どうしておとなしく平和にしていられないんだよ？　大体、阿重霞さんだってかわいそうだろ。何でそう、目の敵にするんだよ！」

「かわいそう？」

　魎呼の目に怒りがひらめいた。が、急に何かを思いついたらしく、瞳めを潤うるませ、よよと泣き崩くずれた。

「あたしなんかもっと、かわいそうよ！　せっかく自由に暮らせると思ったのに、こんなとこまでしつこく追いかけて来てさ、あたしは七百年も待ってたのよ。これからあんたと、ずーっと一緒に楽しくやれると思ってたのに、それを、あの女はブチ壊しにしたのよ！　分かる？　あたしの気持ち……」

　しゃべりながら魎呼は天地にまとわりつき、それとなく何かを探っているのだった。

「魎呼？」

「なあに、天地？」

　とろけるような甘い返事が返ってきた。

「天地剣を探してるんだったら、俺は持ってないよ」

　途端に魎呼の手が止まった。

「それ、どういう意味？」

「阿重霞さんに返したんだ。だって、もともと樹雷皇家のものなんだろ？」

「返した？」

　魎呼は天地の胸倉を締め上げ、嚙かみつきそうな顔で睨にらんだ。

「どうしてあんな奴やつに渡したりしたんだよ！　あれにはあたしの全エネルギーが……」

　魎呼は急に手を離し、信じられない、といった顔で天地を見詰め、ふらふらと後ずさった。

「おっと」

　いきなり誰かに抱きとめられ、魎呼はぎょっとして体を強こわ張ばらせた。

「今日はこれで二人目じゃ。なかなかラッキーな日じゃのお」

「じっちゃん！　いつの間に？」

　勝仁は、魎呼の胸を抱えるように抱き止めたまま、にやりと笑った。

「お前はいつになったらわしの気配が読めるようになるんじゃ？　ずーっと隣で聞いておったよ。いや、なかなか面白かったわい」

　と、その時やっと我に返った魎呼がくるりと向き直った。

「いつまで触ってんのよ!!」

　正拳突きがぴたりと決まった、と思った瞬間、魎呼は軽くいなされ、思わずよろけた。

「なんで??」

　こんなじじいに……。あたしのパンチが??

「それじゃあ、これがお前たちの子どもってわけだ。なかなかかわいいじゃないか」

　勝仁は呆ぼう然ぜんとしている魎呼と天地の脇を擦すり抜け、魎皇鬼の頭を撫なでた。

「さすがのわしも、人間からネコウサギが生まれるとは知らなかったわい」

「やだー、違うのよ、おじいちゃん」

　砂沙美が笑いながら切り返した。

「これは魎皇鬼なの。砂沙美もまだよく分かんないんだけどさ、壊れた魎皇鬼が再生したんだって」

「いいんじゃ、いいんじゃ。理屈はどうでもな」

　勝仁は笑いながら魎皇鬼を抱き上げた。

「この世の中には不思議が一杯あってな、人の力ぐらいでは何ともならんものがまだまだたくさん残っているんじゃ。わしはかまわんよ。こいつが魎呼の子どもだろうと、宇宙船の子どもだろうとな」

　魎皇鬼は、勝仁の手に抱かれ、鳴きもせずにおとなしくその顔を見上げていた。

　砂沙美は不思議な気がした。

「おじいちゃん、魎皇鬼のこと、知ってたの？」

「さっき隣で聞いてたからな」

「ううん、そうじゃなくって……」

　砂沙美は口ごもった。

「何だか、おじいちゃんって何でも知ってるみたいなんだもん。私たちが空から落っこって来た時だって、あんまりびっくりしなかったじゃない？　それにね、おじいちゃんの目って、時々違う色に見える時があるのよ。紫色みたいな、きれいな色にね。おじいちゃん、ほんとに地球の人なの？」

　勝仁は笑い出し、砂沙美の腕に魎皇鬼を返した。

「何でも知っとるのは砂沙美ちゃんの方じゃよ。わしは天地のじっちゃんで、ただの神主じゃ。だが、砂沙美ちゃんの知らないことがひとつあるぞ」

　砂沙美は目を丸くした。

「なあに、おじいちゃん？」

　勝仁は砂沙美の耳にそっと囁ささやいた。

「天地は阿重霞お姉ちゃんと魎呼お姉ちゃんと、どっちが好きか？」

「やっだー！」

　砂沙美はけらけら笑い出し、祖父の言葉はあいにく天地の耳にも届いてしまった。

「何言ってんだよ！」

　天地は本気で腹を立て、部屋を出て行こうとした。

「俺のことはほっといてくれ！」

「お前はそう思っても、向こうはそうじゃない、と」

　勝仁はにやにやしながら追い討ちをかけた。

「天地！　午後の稽けい古こを忘れるでないぞ！」

　返事の代わりにバタンと扉の閉まる音が聞こえてきた。

「母さんにそっくりじゃ。わしがからかうと、天地の母さんも本気になって怒ったものよ」

　勝仁は懐かしげに扉の方を見み遣やった。

「天地は母さん似での……」

「お母さん？」

「阿知花というんじゃよ。もう、この世にいないがな」

「死んじゃ……」

　砂沙美は口を押さえた。

「ごめんなさい。亡くなったの？」

「そうじゃ。どれ、台所の方においで。砂沙美ちゃんはこの家の小さな母さんじゃ。稽古に行く前に、柾木家のことを話してあげよう」

　勝仁と砂沙美は台所に行ってしまい、居間には魎呼ひとりが残された。

「どうも気にいらないな」

　魎呼は鋭い目で勝仁の去った方を見詰めながら呟つぶやいた。

「あのじじい、何者なんだ？」

　もちろん、魎呼に分かる筈はずはなかった。

　そう、やがて恐るべき秘密が解き明かされる日が来るのである。

　だが、それは今ではない。

　魎呼はイライラして来て溜め息をつくと、急に思い出したように辺りを見回した。

「クソ阿重霞はどこに行きやがったのかな」

　あのじじいが入って来たんですっかり忘れちゃったじゃないか。

　魎呼は、一週間魎皇鬼の再生にかかりきりになっていたためにほったらかしにしてはいたが、天地剣を取り返すという、本来の目的を思い出した。

「部屋に戻ってないってことは、外か」

　魎呼は、忍び足で階段を上がろうとし、失笑した。

　あたしもここの生活に慣れて来たってわけだな。空間移動すりゃすむってのにさ。

　ところで、さっきのあのじじいが二人目って言ってたのは何だろう？

　魎呼は、勝仁に抱き止められたことを唐突に思い出した。

「最初はくそ阿重霞か！」

　魎呼は、勝仁に小娘のように一緒くたにされたことに気づき、思わず階段に拳こぶしを打ち付けた。

　手すりが砕くだけ、粉みじんに散った。

「バカにしやがって！」

　魎呼は憤ふん然ぜんとした顔で姿を消し、音に驚いて台所から飛び出して来た砂沙美は、不思議そうに辺りを見回した。

「魎呼お姉ちゃん？　あれ、魎皇鬼ちゃんは？」

　壊れた手すりを見、砂沙美は思わず溜ため息をついた。

「あーあ。私だけよね。この家のことちゃんと考えたり、ごはんのこと心配したりしてんのは」

　砂沙美は、壊れた手すりは壊した人に任せることに決め、勝仁の話の続きを聞きにまた台所へ戻って行った。




　一方、傷心の阿重霞は、柾木神社へ続く石段を上がりながら、先刻さつきの出来事を思い出していた。

　柾木家の居間を飛び出した阿重霞は、ちょうど台所から顔を出した天地の祖父、勝仁ともろにぶつかったのであった。

　あの時、阿重霞は心乱れていてぶつかったことをあやまるのが精一杯だったのだが、一瞬、信じられないものを見たのである。

「どうしました、お嬢さん？」

　天地の祖父は、そう言った。

　その時、一瞬だったが、祖父の瞳が紫色に見えたのである。

　紫、いや、スミレ色……。

　天地様は黒よね。

　天地様のお父様は焦こげ茶っぽい瞳だったわ。

　どうして、何故おじいさまだけ、スミレ色に見えたのかしら？

　あれは、遥照お兄さまと同じ色だった。

　やはり、あの方は遥照お兄さまと何か関係が……？

　阿重霞は落ち着かない思いで長い石段を上りながら、追憶に耽ひたっていた。

　その後を、ばたばたと軽い足音がついてくる。

　魎皇鬼であった。

　追い払っても、追い払っても何故か阿重霞の後をついて来るのであった。

　そして、魎皇鬼がついて来ると、阿重霞は思い出したくもない、居間での出来事を最初から全部思い出してしまうのであった。

「あっちへお行き！」

　ついに阿重霞はたまりかね、叫んだ。

「ついて来るんじゃありません！　お前なんか、大嫌いよ！」

　魎皇鬼はびっくりして、みゃっというような声を上げ、草むらに飛び込んだ。

　そして、脅おびえたような、困ったような目をして、草むらの中からそっと様子を窺うかがった。

　その顔を見、阿重霞は少なからず自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　わたくしったら、こんな小さな生き物を怒ど鳴なりつけるなんて。

　生まれたばかりで、何も知らない、罪のない動物なのに。

「泣きたいのはわたくしの方だわ」

　阿重霞は、魎皇鬼から顔を背け、歩き出そうとした。

　と、その時、魎皇鬼のそばにスミレ色のものが揺れたような気がした。

「王家の涙!?」

　あの、弔とむらいの花が？

　揺れたと思ったのは、名も知らぬ地球の花であった。

　阿重霞は身を屈め、花を手た折おり、また手折った。

「お兄さま……」

　手近の花を手折っては散らし、また拾い上げ、薄い花弁が膝ひざに落ちるのを払いのけ、気がつくと、そこに咲いていた花は全て地面に散らばっていた。

　視野がふいに霞かすんだ。

「お兄さま……！」

　阿重霞は顔を両手で覆おおい、嗚お咽えつを漏もらした。

　心の中に思いが溢あふれて言葉にならないのに、涙だけは後から後から湧わき出てくる。

　どうすれば……どうすればいいの？

　誰も答えてくれる筈はずはないと知りながら、阿重霞は問わずにはいられなかった。

　わたくし、これからどうすればいいの？

　お兄さまがもしも、もう生きていらっしゃらないなら……。

　阿重霞は恐ろしくて、その先を考える勇気がなかった。

　樹雷にいればよかった。

　こんな思いをしてまで、地球に来ないでも、樹雷ではわたくしのことを大切にしてくれる人々が大勢いるというのに。

　阿あ主ず沙さお父さま、美み砂さ樹きお母さま。

　わたくしは愚おろかな娘です。こんな悲しい思いをしてまでもう、生きていく気力がなくなってしまったわ……。

　と、その時、赤い花が目の前に差し出された。

「誰？」

　阿重霞は驚いて、小さく息を吞んだ。

「まあ、お前……」

　魎皇鬼が花をくわえ、後ろ脚あしで立って阿重霞に差し出しているのである。

　阿重霞は思わず、不安定に揺れている花を受け取った。

「これを、わたくしに……？」

「みゃ」

　魎皇鬼は首を傾かしげ、きちんと座り直して物言いたげな顔で阿重霞を見上げた。

「わたくしにくれるの？」

　魎皇鬼は阿重霞の膝に前足をかけ、催さい促そくするようにそっと引っ搔かいた。

「まあ、くすぐったいわ」

　阿重霞は思わず魎皇鬼を膝に抱き上げ、柔やわらかい灰褐色の毛並みをそっと撫なでた。

　堅く凍りついていた心が溶とけていくような気がした。

「お前は優やさしい子ね」

　地球に来て以来、浮かぶことのなかったたおやかな、王家の姫君らしい微笑ほほえみがその唇に浮かんだ。

「魎皇鬼、というのね。わたくしのことを心配して、慰なぐさめてくれたのね。なんて優しい子……」

　魎皇鬼は気持ちよさそうに背中をそらせ、また丸くなって阿重霞の手に鼻先をこすりつけた。

　不思議だわ……。

　阿重霞は思った。

　あの、いくら憎んでも飽き足りない女の手から生まれた小さな生き物が、わたくしの心を溶かしてしまうなんて……。

　それとも、これが人生というものなのかしら？

　わたくしは、あまりにも我がまますぎて、ささやかな贈り物を受け取る術すべを忘れていたのかもしれない。

　樹雷にいた時のように、何でも思いどおりになるわけなどないのに。
















　阿重霞は、いつになく優しい気持ちになって膝の上の小さな生き物を見下ろした。

「あんなに泣いたり、怒ったりして、申しわけないことをしたわ」

　阿重霞は呟つぶやいた。

　わたくしったら、天地様をひっぱたいたりして……。

　阿重霞は天地の呆ぼう然ぜんとした顔を思いだし、消え入りたい思いに駆られた。

　謝あやまらなくては。

　でも、あんなことをしてしまって、会わせる顔がないわ。

　と、魎皇鬼が不意に耳を立て、辺りを見回した。

「どうしたの？」

　阿重霞は驚いて声をかけた。

　魎皇鬼は膝の上で起き上がり、しばらく聞き耳を立てていたが、不意に飛び下りて石段を駆け上がり出した。

「どこに行くの？　待って！」

　阿重霞は慌あわてて立ち上がった。

　あれかしら？

　何か、木を切っているような音が聞こえるわ。

「待って！」

　魎皇鬼を見失わないように、阿重霞は必死に石段を駆け上がった。

「魎皇鬼ちゃん、どこ？」

　阿重霞が茂みを搔き分けるようにして来ると、不意に視界が開けた。

　林の中にすり鉢状に丸く開けた場所があり、先ほどの木を打つような音はそこから聞こえてきたのである。

　中央で、天地と祖父が木刀を片手に向かい合い、何やら剣術の稽けい古こをしているようであった。

「まあ、天地様……」

　阿重霞は思わず呟つぶやき、木陰から覗のぞき込んだ。

　天地と祖父は、しばらく真剣に打ち合っていたが、阿重霞の目にもその力の差は如実に感じられた。

　祖父は髪の毛一筋乱れていないが、天地の方は汗だくで、肩で息をしているありさまである。

　兄の稽古を見慣れている阿重霞は、思わず微笑んだ。

　皇宮の兵士たちと戦わせたら、どっちが強いかしら。

　天地様は、スピードがあってうまい方だけど、まだまだ力が足りないようね……。

　阿重霞がそんなことを思って見ていると、祖父の声が聞こえて来た。

「どりゃ、基本の型からやってみるか」

　天地は頷うなずいたようだった。

　基本の型？

　自分でも武道が好きな阿重霞は、地球の武道とはどんなものだろうか、と興味が湧わいた。

　天地と祖父は、互いの肩に木刀を乗せるようにして向き合った。

「まあ。光こう鷹おう剣けんと同じ構えだわ」

　阿重霞が不思議に思って見ていると、立ち回りが始まった。

　流れるような動作で位置を変え、剣を合わせ、再び離れて互いに攻撃と防御を繰り返す。

　阿重霞は息が止まるような衝しよう撃げきを受けた。

　似ているのである。

　兄の光鷹剣に。

　否いな、兄の使い手そのものに。

「あれは……あの、手首を返す癖くせは……」

　天地の使い手は、祖父よりやや劣るとは言え、祖父の型そのものであった。

　そして、祖父の使い手は、兄遥照が得意とした幾つかの型とまったく同じ、癖も同じであった。

「まさか……まさか……」

　阿重霞は思わず身を乗り出した。

　と、その瞬間。

「きゃあああっ」

　何が起きたか分からないうちに、阿重霞は自分の立っていた土手から転げ落ちていた。

「あ……阿重霞さん??」

「いったーい……」

　天地が駆け寄って来た。

「どうしてこんなところに……大丈夫ですか？」

　阿重霞は苦痛に顔を歪ゆがめ、足首を押さえて身を起こした。

　恥ずかしさに顔が燃えるような気がした。

「だ、大丈夫です。お稽古の邪魔をして、すみません。わたくし、すぐにあちらに行きますから」

　覗のぞき見などしていたからバチが当たったのだわ。

　阿重霞は俯うつむいて、早口で弁解しながら、無理に立ち上がろうとした。

　途端に、左足首に激痛が走った。

　阿重霞は呻うめいて、また座り込んでしまった。

　わたくしったら、一体何をやっているのかしら。

　阿重霞は情けなさに涙ぐみそうになった。

　天地は、心配そうに阿重霞のそばにしゃがみこみ、手を出しかねている。

　その顔を見たとたん、阿重霞は何も言い出せなくなってしまった。

　今見た稽古のことも、さっき決心したばかりの謝罪の言葉も、全て頭の中で回っているばかりであった。

　心配そうに眉まゆを寄せ、阿重霞を見詰める天地は、はっとするほど男らしく、心なしか兄遥照の面影さえ感じられる。

　やはりこの方は、兄の血を引いているんだわ……。

　わたくしが天地様に会えたのは、やっぱり天の配剤だったのね。

　兄の使い手に似ているのも偶然ではない。

　おじいさまもきっとそう……。兄はここ、地球の女と結婚し、その子孫が光鷹剣を伝えて来たのだわ……。

　阿重霞がこんなことを思いながら天地の顔を見詰めている間、天地は天地で別のことを考えていた。

　なんて女らしい人だろう、というのが天地の正直な印象であった。

　今の阿重霞は、顔は青ざめ、着衣は泥どろだらけで足首には血が滲にじんでいたが、そのためにかえって普段の堅苦しい仮面がなくなり、手負いの小鳥のような、男なら誰でも助けずにはいられない愛らしさがあった。

　同級生にはまず見当たらないタイプである。

　かわいい……。

　天地は思わず、心の中で呟つぶやいた。

　この際、宇宙人でもかまわない。

　こんな美しい人が俺を好きになってくれるなら、俺は、命を賭かけてもこの人を守ってみせるぜ！

　曲型的なボーイ・ミーツ・ガールである。

　もし、この場に二人っきりなら、その後ストーリーは別のほうに、急激に進展したに違いない。

　あいにく、そこに勝仁がやってきた。

「お嬢さん、どうしたんじゃね？」

　阿重霞が何も言わないうちに、勝仁はさっさと傷ついた足を調べ出した。

「ふむ。折れてはいないようだが、ひどくくじいとるな。今日は動かさない方がいい。天地」

　勝仁は、天地の方を振り向いた。

「このお嬢さんをおぶってやりなさい。家に帰ったら、捻ねん挫ざの手当をしてもらうといい。わしは神社に戻っておるでな」

　勝仁は手て拭ぬぐいで血の滲にじんだ足を縛しばると、立ち上がった。

「あの……」

　阿重霞は思わず声をかけた。

「ご親切にありがとうございます。あの、さっきの稽古は何という型なのでしょう？　わたくし、見覚えがあるのです。誰から伝えられたのですか？」

　勝仁は、黙って阿重霞を見下ろし、ふいと空を仰いだ。

「雨になりそうじゃ。急いだ方がいい」

　一瞬、勝仁の顔に辛つらそうな表情が過よぎった。

　勝仁は、踵きびすを返すと、山道を上り始めた。

「待って下さい。わたくし、何か失礼なことを……」

　阿重霞はわけが分からないまま、胸騒ぎがして遠ざかる後ろ姿を呼び止めた。

　勝仁は足を止め、ちょっと振り返った。

「九月の雨は冷たいでの。急ぎなさい」

　そしてもう振り返らずに、すたすたと歩み去ってしまった。




　山道を下る頃には本降りになっていた。

「畜生。じっちゃんの言ったとおりだな」

　天地は、阿重霞をおぶったまま小走りに走りながら、避難場所を目指して脇道に入っていった。

「阿重霞さん。大丈夫ですか？」

　天地は、背中で震えている阿重霞に怒鳴った。

「とりあえず、山小屋に行こうと思ってるんですけど。山小屋ってったって、物置みたいなもんですけど、雨宿りした方がいいでしょう？」

「すみません……」

　阿重霞は、蚊の鳴くような声で呟つぶやいた。

　実際、足の痛みと濡ぬれて体が冷えたのとで、阿重霞はぞくぞくと寒気がするのだった。

「わたくしのせいで……」

　返事は返ってこなかった。

　天地は息が切れて返事どころではなかったのである。

　ようやく山小屋につくと、天地は中の縁台に阿重霞を降ろし、自分は上半身裸になってせわしなく体を拭き始めた。

「阿重霞さんもその、濡れたものを脱いで乾かした方がいいですよ」

　天地はドラムカンに火を起こしながら、びしょ濡れの作務衣を絞しぼり、衣い桁げたに掛けた。じきに火は赤々と陽気に燃え上がった。

「阿重霞さん？」

　縁台に腰を降ろしたまま、両手で胸を抱くようにして震えている阿重霞を見、天地は何枚か掛かっていた手拭を手渡した。

　阿重霞は困ったような顔で手拭を受け取り、顔を赤らめて俯うつむいた。

「？」

　しばらく突っ立ったまま阿重霞を見下ろしていた天地は、突然天啓のごとくその理由に思い当たった。
















　馬鹿だな、俺は！　俺の見てる前でこの人に着物を脱げっていうのか!?

　天地は真っ赤になって辺りを見回し、どもりながら声をかけた。

「あの、お、俺、外に出てますから。何かあったら呼んでください」

　天地はそそくさと外に出て行き、扉を閉めた。

　小屋の中は再び薄暗くなった。

　阿重霞はほっとしたような、申しわけないような気持ちで濡れた着物を脱ぎ、肌襦じゆ袢ばん一枚になって髪を拭き始めた。

　ようやく体が暖まってくると、阿重霞は少し気分がよくなった。

「天地様ったら……」

　先ほどの慌あわてぶりを思い出し、阿重霞は微笑ほほえんだ。

「男の方って、全然気が回らないのね」

　でも優しいわ。力もあるし、礼儀正しいし。

　外に追い出したりして、寒くはないかしら。

　だが阿重霞は、中に入るよう声をかける勇気はなかった。

　こんなところで、こんな恰かつ好こうで二人きりになることを思うと、阿重霞は胸がどきどきしてくるのだった。

　その時、物陰でがさっという音がした。

　阿重霞ははっと振り向いた。

「誰？」

　小屋の隅の方は真っ暗で、何も見えなかった。

　と、また音がした。

　誰かが動き回っているような音だ。動物かも知れない。

　阿重霞はぞっとして本能的に火のそばに寄った。

　その時、何か重いものが崩くずれ落ちるような音がした、と同時に毛むくじゃらのものが顔に飛びかかって来た。




「きゃあああ!!」

　小屋の中から絹を裂くような悲鳴がした。

　阿重霞さんだ！

　天地はびっくりして扉を開けた途端、飛び出して来た阿重霞とぶつかった。

「何かが、何かがわたくしの顔に飛びかかって来たのです」

　阿重霞は天地にしがみつき、泣き出しそうな声で訴えた。

「何かって？」

　貂てんかいたちだろうか？

　天地は身構えて暗い小屋の中を見回した。

　と、暗がりから脅おびえたような鳴き声が聞こえてきた。

「みゃ、みゃー……」

「魎皇鬼？」

　すぐに本人が出て来た。

　首を傾かしげ、困ったような顔で天地を見上げている。

　天地はほっとして笑いだしそうになった。

「阿重霞さん、大丈夫ですよ。こいつが潜ひそんでたみたいです」

　阿重霞は恐る恐る振り向き、土間の上に座っている小さな生き物を見つけた。

「まあ……人を死ぬほど脅おどかして……ほんとにお前は悪い子ね」

　天地と阿重霞はしばらく抱き合ったまま、毛け繕づくろいをしている魎皇鬼を見下ろした。

　天地様がいらしてくれて、本当によかった……。

　阿重霞は天地の胸に抱かれ、安あん堵どでとろけるような思いで魎皇鬼の仕草を見詰めていた。

「大丈夫ですか？」

「え？　は、はい……」

　その時になってやっと、阿重霞は自分が上半身裸の天地にしがみついていることに気がついた。

「ご、ごめんなさい。恥ずかしいところをお見せしてしまって……」

　阿重霞は赤くなって口ごもり、肌襦じゆ袢ばんの胸もとを搔かき合わせた。

「じゃ、俺、また外に出てますから」

　天地はぎくしゃくと扉を開け、外に出て行こうとした。

　外はまだ雨が降り続いている。

「待って！」

　阿重霞は思わず呼び止めた。

「どうぞここに……火のそばにいらしてください。外は……外は寒いでしょう？」

　天地は、え、という表情で振り向いた。

　そして、改めてこの異星の姫君を見た。

　濡れた髪が乾きかけ、頰には赤みがさしている。

　肌襦袢一枚の阿重霞はほっそりとして、たおやかで、その瞳は燃える火を映してきらきらと輝いていた。

　天地は殆ほとんど感動して、雨を降らせてくれた天の神に感謝したい気持ちになったところで、阿重霞が自分の返事を待っていることに気がついた。

「……ええ」

　なんという素っ気ない返事だろう。

　天地は、気のきいたセリフひとつ出て来ない自分を呪のろいながら、扉を閉め、阿重霞と少し離れて縁台に腰を降ろした。

「すみません」

　やっと出て来た言葉は、自分でも情けなくなるような間の抜けたセリフであった。

　阿重霞はにっこり微笑んだ。




「わたくしの星は、樹雷というのです」

　阿重霞は、俯うつむいて炎を見詰めながら語り始めた。

　父のこと、母のこと、砂沙美のこと、兄遥照のこと。皇宮や樹雷の民のこと、樹雷の自然や、季節の移ろいのこと。

　問われるままに阿重霞は語り続け、天地はただ驚嘆して聞いていた。

「兄は……」

　阿重霞は懐かしむように言葉を切った。

「……光鷹剣という、我が樹雷皇家に伝わる武道の達人でした。皇家の者は、それぞれ自分専用の武器を持っているのです。さっきお話しした、船との契約の印ですわ。例えば……」

　阿重霞は額に嵌はめていたティアラを外した。

「これがわたくしのキイであり、武器なのです。これで龍皇を動かし、意志を伝えることが出来るのです。わたくしが念じれば、槍やりのような形にもなります」

　阿重霞の手の中で、ティアラは天地剣と同じ、剣の束のような形になり、再びティアラに戻った。

　阿重霞はティアラを嵌め、今度は懐から天地剣を取り出した。

「これは、兄と兄の船、船穂との契約の印なのです。普通、船とキイは同じ名を持つのですが、兄は船に母の名をつけたので、キイには別の名を選んだのでしょう。兄の母は地球の出なので、この剣の天地という名も、母がつけたのかもしれません」

「え？」

　天地は聞き返した。

「阿重霞さんのお母さんと、お兄さんのお母さんは別の人なんですか？」

　阿重霞は微笑んだ。

「樹雷皇家の風習は、こことは違うのです。樹雷皇は、二人の妻を娶めとることがあるのです。わたくしたちは同族結婚が殆ほとんどなので、血筋が活力を失うのを防ぐために異星の血を入れるのです。兄の母、船穂さまは日本から連れてこられたそうですよ。わたくしは、地球のことは一通りしか知りませんが、兄は母からよく聞いていたようでした。だから、ここは兄の故郷と言ってよいのかもしれません」

　阿重霞は俯うつむき、辛つらそうな表情を見せた。

「兄が樹雷皇家を捨てて、地球を選んだのならば、わたくしがこうしていることは無駄なことです。でも……」

　阿重霞の声が震ふるえた。

「わたくしは、兄の婚約者なのです。わたくしが生まれてまだ間もない頃、父が決めたことではありますが、それでもわたくしは、兄を愛しておりました」

　沈黙が降りた。

　天地は何か言葉をかけようと思ったが、何を言っても空々しいような気がして唇を嚙かんだ。

　それじゃあ、阿重霞さんは婚約者を探して七百年もの間、宇宙を旅してきたのか。俺にとって遥照っていうのは伝説の人だけど、阿重霞さんにとってはお兄さんなんだ。しかも、死んだことを納得するための旅だったなんて……。

　そう、いくら樹雷皇家の人が寿命が長くても、ここは環境だって違うし、伝説では遥照は自分で建てた柾木神社に葬ほうむられていることになってるしな……。

　天地の困惑を感じ取ったかのように、阿重霞が顔を上げた。

「ごめんなさい。あなたにお話ししても仕方がないことなのに」

　阿重霞は目をしばたたいて涙を振り払った。

「天地様……。わたくしは、どうしたらよいのでしょう？　龍皇は池の底に沈んでしまい、再生するには長い年月がかかります。兄の行方ゆくえは分からないし、砂沙美はついて来てしまうし、わたくしには他に行くあてもないのです」

　再び新しい涙が盛り上がり、阿重霞の頰を転げ落ちた。

「阿重霞さん！」

　天地は、阿重霞が顔を背けたのを見、慌あわてて言った。

「俺のところにいてください。俺はお兄さんを捜すのに役には立ちませんけど、砂沙美ちゃんと遊ぶことぐらいは出来ますから。家は部屋数もあることだし、かえって俺たちの方が世話になっちゃってるくらいだし、ほんと、ちっともかまわないんですよ。俺も、その、阿重霞さんがいてくれた方が……」

　今度は天地の方が視線を落とした。

「阿重霞さんがいてくれた方が、嬉うれしいんです。だって俺……」

　だって……何？

　阿重霞ははっとして顔を上げた。

「いえ、いいんです」

　天地はすんでのところで阿重霞の兄のことを思い出した。

「お兄さんを捜しましょう。じっちゃんの持ってる古文書かなんかを調べれば、手がかりがつかめるかもしれません」

「そう……。そうですわね……」

　阿重霞は天地の言ったことを殆ど聞いていなかった。

　さっきの言葉の続きは何だったの？

「天地様。わたくし、お聞きしたいことが……」

　一瞬、二人の視線がぶつかった。

　その瞬間、言葉は失われ、世界は遥はるか二人の邪魔にならないところまで遠のいていった。

「阿重霞さん……」

　阿重霞の手がためらい、そして天地の手に重ね合わされた。

「みゃう、みゃう！」

　断固とした鳴き声がした。

　阿重霞は慌てて手を引っ込め、回りを見回した。

　魎皇鬼がにんじんの葉をくわえ、天地の足もとで物言いたげな目を向けている。

「何だ、お前？」

　天地は内心がっかりして魎皇鬼を見下ろした。

「どうしたんだ？　にんじんなんかくわえて」

「みゃー」

　魎皇鬼は片足でにんじんを押さえ、くんくん匂いを嗅かいだ。

「にんじん食べたいのか？」

「みゃん！」

　熱心な返事が返って来た。

　天地は笑いだし、にんじんを取り上げて魎皇鬼の鼻先にぶら下げた。

　魎皇鬼は猫が魚を狙ねらうように揺れるにんじんを狙っていたが、さっと飛びつくと、たちまちのうちにかじり出した。

「にんじんね。俺、こいつは一体何を食うんだろうと思ってたんだ。やれやれ、よかったよ。お前の食べるものが見つかって」

　天地は、立ち上がって扉を開けた。

　雨は上がり、濡れた木々の匂いが立ち込めていた。

「じゃ、行きますか。砂沙美ちゃんがきっと心配してますよ」

「みゃう！」

　魎皇鬼が慌てて抗議の声を上げた。

　阿重霞は思わず笑いだし、身を屈めて魎皇鬼の頭を撫なでた。

「大丈夫よ、魎皇鬼ちゃん。あなたを置いていったりしないから」

　魎皇鬼は食べかけのにんじんをくわえて小屋の奥にすっ飛んで行き、前足でにんじんの入った籠かごを引きずって来た。

「あら、そのにんじんのことを心配してたのね。いいわ、後で砂沙美に取りに来てもらいましょう」

　魎皇鬼は、にんじんの籠を前に、しばらく考えていたが、入って来た天地に籠を取り上げられてしまった。

「お前自分でしょってくんだぞ。俺は阿重霞さんを送り届けなきゃならないんだから」

　にんじんの籠をありあわせの紐ひもで背負った魎皇鬼を見下ろし、天地と阿重霞は顔を見合わせ、思わず笑い出した。




「家まではすぐですよ」

　天地は、背中の阿重霞に声をかけた。

「あれは……？」

　阿重霞は池の水際に生えている、ひときわ大きな木に目を止め、天地を呼び止めた。

「ああ、あれね。家の方からじゃ見えなかったですか？　あれは柾木神社の御神木ですよ。境けい内だいにないんで、今はみんな知らないんですが、昔はあの木に願かけしたり、雨あま乞ごいしたりしたそうですよ。行ってみますか？」

　近づくにつれ、その威い容ようがはっきりと見えて来た。

　阿重霞は信じられない思いで木を見上げた。

　地球の風雨にさらされ、幹の滑なめらかさは失われているが、その葉の流線形の形は見間違えようがない。

　これは船穂だわ！

　阿重霞は天地の背から滑り降り、恐る恐る天地剣でその幹に触れた。

　内部からはっきりと木の鼓動が伝わって来た。

「天地様！」

　阿重霞は思わず大声で呼んだ。

「生きているわ！　船穂が生きている！」

　天地はびっくりして御神木を見上げた。

「船穂って……」

「兄の船よ。これが船の頭脳、船のコアなのです」

　阿重霞はその大木に抱きつくようにして腕を回し、頰を寄せた。

「天地様、いらして……」

　しばらく夢見るように目を閉じていた阿重霞は、囁ささやくような声で天地を手招きした。

「わたくしの手を取ってください」

　天地が阿重霞の手を取った途端、世界が一変した。

　轟ごう音おんが空に轟とどろく中、天地と阿重霞は遥か上空から池に向かって猛スピードで落下していた。

　天地は思わず叫び声を上げ、目を閉じた。

「大丈夫。わたくしの手を離さないで」

　阿重霞が囁いた。

「これは船の記憶なのです。わたくしたちは今、記憶の中にいるのです」

「船の記憶？」

「そう。天地様にとっては、七百年前の出来事ですわ」

　耳もとで風がごうごうと唸うなり、雷鳴が轟とどろいているというのに、阿重霞の声はまるですぐそばで話しているかのようにはっきりと聞こえてきた。

「恐れることはありません。これは……地球の言葉で言えば、映画のようなもの。実際に傷ついたりすることはありません」

　と、激しい衝撃音とともに視界が真っ白になり、次に見えたのは、巨大なすり鉢状のクレーターと、そこに立っている一人の凜り々りしい若者であった。

「お兄さま！」

　阿重霞が鋭く囁ささやいた。

　その若者は……恐らくこれが遥照なのだろう……凶悪な顔をした女と、輝く剣を手に戦っていた。

「魎呼!!」

　今度は天地が息を吞んだ。

　今の魎呼からは想像もつかないような、邪悪な表情である。目は金色に切れ上がり、口は大きく裂さけ、悪鬼のような形ぎよう相そうであった。

　魎呼の方も青白く輝く剣を振りかざし、二人は激しく打ち合った。

　が、魎呼が攻撃するたびに、遥照の前に透明の盾たてのようなものが現れ、攻撃を受け流してしまう。

「あれは……？」

「光こう鷹おう翼よくですわ」

　阿重霞が誇らしげに言った。

「あれこそ、我が樹雷皇家の奥義、光鷹剣の神しん髄ずいなのです。通常の剣はおろか、どんな攻撃も貫くことの出来ない光の盾です。あの光鷹翼は、普通は船の防御として使われます。剣の技として使えるのは、樹雷皇家の中でも選ばれた僅わずかの者だけなのです。兄は、わたくしの父、樹雷皇とともにその名を知らぬ者はないほどの名手でした」

　天地は舌を巻いて遥照を見詰めた。

　うまい！　それに早い！

　こりゃ、じっちゃんよりすげえや。

　遥照は魎呼を追い詰め、一撃でその手の剣を跳はね飛ばし、返す力で魎呼に切りつけた。

　魎呼は恐ろしい叫び声をあげて倒れ、ぐったりと地面に横たわった。

「殺しちゃったのか？」

「いいえ」

　すぐに返事が返ってきた。

「そうでないことは、天地様もよくご存じでしょう？　見てごらんなさい」

　遥照は魎呼の脇わきに膝ひざをつき、剣を逆手にとどめを差そうとした。が、ふと手を止めて立ち上がり、目を閉じて何か念じ出した。

　魎呼の額と両手首から青白いエネルギーが天地剣に向かって流れだし、吸い込まれていった。

「宝玉！」

　剣の束に三つ、赤い炎が灯るのを見て天地は叫んだ。

「そうです。あれが魎呼のエネルギーなのです」

　阿重霞が続けた。

「兄は、いくら邪悪な者とはいえ、女の姿をしたものを殺すに忍びなかったのでしょう。それは、あの者にとっては幸か不幸か、七百年の歳月を封印されて眠り続けることになったのです」

　残照に遥照のシルエットが黒々と際きわ立だって見えた。

　辺りは急速に暗くなり、やがて全ては闇やみに飲み込まれていった。

　気がつくと、天地は再び御神木のそばに立っていた。

　午後の光が眩まぶしい。

　天地は、長い夢から覚めたような気分で阿重霞の方を見み遣やった。

　阿重霞の瞳は木こ漏もれ日にきらきらと輝かがやいていた。

「兄は生きていますわ」

　阿重霞は微笑ほほえみながら、だがはっきりと言った。

「船穂が生きているのですもの。記憶はここで途切れていますが、兄が死んでいれば船穂も枯れているはず」

　阿重霞は、御神木から身を起こし、天地剣を差し出した。

「これをお返ししますね。この剣は、我が兄から長い時を経て天地様に伝えられたものだったのですね。天地様は、剣の契約を引き継ぐにふさわしいと認められたお方。兄が見つかるその日まで、わたくしたちを守ってくださいますか？」

　天地は困ってしまった。、

「あの、俺……そんなんじゃないですよ。これだってどう使うのか分かんないし、稽けい古こ見てたから分かると思うけど、はっきり言ってじっちゃんより弱いしね」

　阿重霞は微笑んだだけだった。

「いつかその剣にふさわしいお方になる日が来ますわ。わたくしはそう信じておりますの」

　天地はもう何も言わず、黙って天地剣を受け取った。

　俺がこの剣を……この光の剣を使いこなす日が本当に来るのだろうか。

　天地剣には阿重霞の温ぬくもりが残って、いつになく、しっくりと手になじんだ。

　不意に、天地の心の中に渇かつ望ぼうが湧わき起こった。

　俺は、もっともっと強くなりたい。

　船穂の記憶の中の遥照のように、阿重霞さんの尊敬を勝ち取りたい。

　そして、一人の男としてこの人を守ってやりたい。

　それは、十五歳の少年が精一杯決意した愛だった。

　異星の姫君、阿重霞の信頼が、天地を一歩成長させたのである。

　この瞬間、天地は従者スクワイヤから騎士ナイトへと昇格した。




　そんな二人を、少し離れたところから見守っている人影があった。

「ほう……あやつも自分の剣を手に入れたか」

　勝仁は、御神木の下で見詰め合っている二人の姿を見、微笑んだ。

「それでいいんじゃ。その剣を使いこなせるようになるまでにはちとかかるだろうが、契約は、魂を鍛きたえるもの。精進するがいいぞ、天地」

　次に勝仁の視線が阿重霞の上をさまよい、しばし名残を惜しむように注がれた。

　その時勝仁が何を思い、何を感じていたかは神のみぞ知る。

「阿重霞……」

　呟つぶやきが漏もれた。

「……私を許しておくれ」

　その呟きを聞いたのは風だけだっただろう。

　勝仁は、不意に踵きびすを返すと殆ほとんど足音も立てずに歩み去っていった。

　と、風に乗って砂沙美の澄んだ声が聞こえてきた。

「お姉さま！　こんなところにいたの？　私、心配したんだから……あ、待って、魎皇鬼ちゃんたら」

　笑い声が上がった。

　勝仁が足を止め、振り返ると、水際を飛び石伝いに走ってくる砂沙美と、少し遅れて魎呼の姿が見えた。
















「へえへえ、二人っきりでいい気分なこって」

　魎呼の不機嫌な声である。

「心配して迎えに来てやれば、こういうことなんだからね。あーあ、家で寝てりゃよかった」

「迎えに来たって!?」

　天地の仰天したような声だ。

「あたしが迎えに来ちゃ悪いっての？　あっそう、分かったわよ。勝手に二人でやってな！」

「魎呼！」

「まあ。わたくしたちは大事なお話をしていたんですわ。それに、わたくしは怪け我がをして……」

「怪我？　お姉さま、大丈夫？」

　後はごちゃごちゃになって聞こえなくなってしまった。

　勝仁の唇に笑みが浮かんだ。

　お前には随ずい分ぶん寂さびしい思いをさせてしまったが、天地。これでお釣りがくるほど埋うめ合わせをしてやれるというものよ。

　阿知花も空からこれを見て、きっと声を立てて笑うことだろう。




　勝仁は、もう振り返らず、殆ほとんど重さを感じさせない足取りで山道を上って行った。
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　あとがき







　長らくお待たせいたしました。二冊目の『天地無用！　魎皇鬼』をお届けします。

　世間では、スペシャル編「お祭り前日の夜」も、番外編「宇宙刑事美星〝銀河大冒険〟」も出たし、ＣＤも二枚出たし、更にコミックも連載中という、嬉しいつーか、恐ろしい状況になっている模様。

　作者はその間一体何をやっていたかつーと、別に来客用ソファで居眠りしていたわけではないのですが、色々ありましてまあ、一言で言うとマーフィー状態にハマッていたのでした。

　マーフィーと言えばあの有名な『マーフィーの法則』。

「平面にはすぐに物が積み上げられる」とか、「待っているタクシーは絶対来ない」とか、あっ、これは「見ているヤカンは絶対沸かない」だっけ。

　とにかくそんなわけで大変遅れてしまったのでした。

　え？　全然わかんない？

　そーなんですぅ。みーんな、私が悪いんですぅ。

　ドジでノロマなカメだけどぉ、それでも宇宙の平和のために、いっしょうけんめいがんばってたんですぅぅぅ……。

　すみませんっ。つい、美星がうつってしまって。




　今回のお話は、まあ本編のノベライズと思って下さってかまいません。本編の、加速度式に進行していくストーリーの点と点の間を、ちょうどタペストリーのように繊り上げていったのがこの本なのです。

『天地』の世界は失われた鎖（ミッシング・リンク）が多くって、世界が広がっていくほど、「なぜっ？」「どうしてっ？」が出てきてしまうんですね。ご存じのように、『天地』ワールドはたくさんの人間がかかわって作り上げていった作品で、作り手の方も（作者を含め）、それぞれ鎖のつなぎ方が違うようです。

『天地』パラレル・ワールド、といっても良いかも知れません。

　でもそこには天地君がいて、魎呼が、阿重霞が、そして天地を取り巻く人たちがいて、そこにあなたも君もいる。

　大切なのはそれなのです。それだけでいいのです。

　そう、宇宙に知り合いがいて、化け物女の友だちがいる。

　それって、《愛》だと思いませんか？

『天地』は、愛のオーラで星をつなぐ「宇宙に優しい」物語です。

　今までの作品ひとつひとつが星となって、『天地』の星座を作っていくのです。

　その星座を輝かせているのは、もちろん、読者のみなさん、君たちの愛だっ！

　ところでこの『天地』ワールド、まだまだ広がりそうな気配が……。

　春のイベントにいらした方、知ってると思うけどＴＶ化なんつー話も出てたし、またまたＣＤも出るし、グッズも出てるし、他にも色々あるみたい。

　そーいえば、イベント会場でコスプレの方々がいて、作者はちょっとびっくりしました。だって阿座化と火美猛がいたんだもん、申し訳ないことに、作者はしばらくあれは何なんだろー、と思ってやっと、ああっそうか！　と分かったのでした。そう、会場を子ども連れでうろうろしてたのは私です。みなさん、またお会いしましょうね。

　天地君が＊＊＊＊と（一体それは誰でしょう？　作者にもまだ分かりません）結婚して、子どもが生まれるまで末長～くこの物語が続くといいなー、なんて作者は思っておりますが……。

　なんて、気楽な話をしてる場合じゃなかったのでした。

　ドラゴンマガジン編集部の森山さん。

　今回もまた、大変ご迷惑をかけてしまいました。

　すみませんっ。私がみーんな、悪いんですぅぅ。

　ともかく下巻でまた、お目にかかりましょう。

　お願い。気長に待っててくださいね！




　　　卯　月


長谷川菜穂子
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